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宝 福 則 子
は じめに
本稿 は,『人文研 究』第91・97・98・99・101輯に続 く,「1900年か ら1933
年 まで のブラ ウンシ ュヴ ァイクにお ける労働者 の 日常生活 」 のイ ンタ ビュー
資料 分析 シ リーズ のひ とつで あ る。この資料 の由来 や分析方法 等 につ いて は,
第91輯 を参照 された い。利用 した 当該 資料 は,1980年4月2日 に,F氏 のブ
ラウンシュヴ ァイクの 自宅 での5時 間半 にわた るイ ンタ ビュー をA4タ イプ
用紙68ペ ー ジに書 き起 こした ものであ る。 ここで,参 考 のため,ま ず,F氏
の略歴 と両親 について簡 単 に記 して お く。
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1928年一1929年自由体操協会青少年部会長
1935年3月23日女子工員 と結婚
父:1879年にブラウ ンシュヴ ァイ クで誕生 し,1916年にロ シアで戦死 。職 業
は1893年か ら1915年まで板金会社 ル ンゲで板 金裁断士 として従事 。 ド
イ ツ工場 ・農業 ・未熟 練労働者連 盟,SPD党 員,1896年か ら1915年ま
で フライエ ・ビューネ演劇 協会 に所 属。
母:1878年にブ ラウンシ ュヴ ァイ クで誕生 し,1962年にブラ ウンシュヴ ァイ
クで死 亡。1892年か ら1901年お よび1927年か ら1922年まで女 子工 員
として働 く。1901年か ら1917年お よび1922以降 は主婦 。 ドイツ工場 ・
農業 ・未熟練労働 者連盟 に所属。 出産3回 。
1.両親 と兄たちにつ いて
父 は,ロ ーベル ト・エー リッヒ ・アル ヴ ィンRobertErichAlwinとい う名
前で,普 段 はローベル トと呼 ばれ てい ました。母 は,ベ ル タBerthaとい う名
前で した。両i親は三人 の男 の子 を生み ま した。長 兄 は,1901年8月15日 に誕
生 しま した。次兄 は1903年10月27日 に生 まれ,昨 年,亡 くな りま した。私
は一番末 の息子で す。
2.下 宿人 ヨゼフにつ いて
ヨゼフ・ツ ォル ンJo2efZornは,父の戦友 で した。彼 は,父 が戦死 した ら,
私 た ち家族 の面倒 を見 る と約束 して いたのです。父 も,私 た ちにそ う言 って
い ました し,「もし,私 が亡 くなった ら,私 の家族 の面倒 を見 て くれ」と父 も
彼宛 の手紙 に書 いたのです。
ヨゼフは独 身で,ト リア 一ー一Trierのフェル ク リンゲ ンVb'lklingenの,敬度
な カ トリック信 者 の家庭 の 出身 で した。 フ リーメー ソ ン協 会 員Freidenker一
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Verbandでもありました。それで,両 親に「あなたはSieJという,距離をお
いた敬語で話しかけなけれぼならないほどに,仲違いしてしまったのです。
教会 か ら破門 され,こ こブラウンシュヴァイクの社会民主党So2ialdemo一
んπ跳6加 」翫7劾支部 の役員 と,フリーメーソンの初代支部長をつとめたので
す。彼は1931年に51才の若さで亡 くなってしまい,可 哀相で した。職業は
工具製作職人vaerheeugmacherでした。私は,彼 には,考 えられないほど多
くの ことを感謝しなければなりません。私の政治的な成長 も彼のおかげで し
た。彼は1927年に,私たちの所に越 してきて,1931年に亡 くなったのですが,
ある程度,私 たちの教育 をしなければならないと感 じていたのです。
私は,毎 日,ヨ ゼフにずいぶんた くさんの注意 も受けましたが,彼 からと
ても多 くのことを学んだと言わねばな りません。
彼 は,と ても几帳面な人間で した。だか ら,最初 は,た だの工具製作職人
でしたが,その後グ リンメ&ナ タリス社Grimme(9}IVatalisで,マイスター
つまり工具製作のマイスターになったのです。彼は,最初 はMIAG社にもい
ました。そのおかげで,私 はそこの見習い修業の口を得たのです。その後,
私はオ リンピア社Olympia,つまりブルンスヴィガBrunsvigaのところで職
を得たのです。つまり,私 は,前 にも言った とお り,彼から刺激を受 け,後
にもう一度,学 校へ行 きました。その時は,も うかなり歳 をとっていました
けれども,と もか く学校へ行けたのは,すべて彼のおかげです。彼が学校 に
かかる費用を払おうとした時に,「何 もいらない」と私は言って,後 から学校
へ行ったのですが,そ うしようとした元々の刺激 は,彼 から受けたのです。
この男には,あ る癖があって,例 えば,工 場の中をを見回って歩 く時,た く
さん置いてある工具の鎗は,き ちっと大きい順に置かれていなければ我慢で
きない とか,つ まり,とても几帳面な人間で した。その後,私 もい くらかそ
の癖 を受け継 ぎました。
私 もマイスターになりましたが,そ の時,多 くの人が 「あれは,ヨ ゼフの
コピーだ」 と言 った ものです。私が少年の頃,兄 の長靴を見て,そ の底 を平
らに修理したとか,そ ういう類のこともありました。その様なことが,一 番
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上の兄には我慢で きなかったのです。それで,彼 は18才で,ま あ,当時 は,
そういうことが普通だったのですが,戦 争の後始末をするために,ロ ー トリ
ンゲンLothringenに行きました。このブラウンシュヴァイクでは,若者たち
は仕事がなかったのですが,そ こへ行けぼ,た くさんの金を稼 ぐことができ
ましたか ら。この兄は,私 より8才 ほど年上なのですが,ヨ ゼフのことをそ
れほどには受 け入れ ませんで したから,二人 はお互いにうまが合いませんで
した。それで,長 兄 は,一部屋 を借 りて,結婚前に家 を出たのです。
ヨゼフは,兵 隊に行 っていたのですか ら,戦争前に私たちの所に越 してき
たのではあ りません。彼が,私のMIAG社での工具製作工の見習い修業の口
の面倒 を見て くれたのだか ら,つまり,私の見習い修業時代前だから,多分,
23年に私たちの家に越 してきたのです。 とい うのも,その時,彼 はこの会社
の工具製作職人だったのです。彼が トリアーか らブラウンシュヴァイクに来
た理 由は,当 時,多 くの人びとがそうであったように,仕 事を求めて来たの
です。彼がブラウンシュヴァイクに来た こと自体 は,偶 然だったのです。最
初 はこのブラウンシュヴァイクで,そ れ もロス通 りですが,他 の家庭 に下宿
していました。その家で,私 たちのことを聞き,突然,父 との約束 を思い出
したのです。それで,私 たちの家 を訪ねて来て,私 たちの状態について尋ね
ました。母 と話 しているうちに,「あなたの所 に一部屋空いていますか?私
は,部屋を探 しているのです」 ということにな りました。彼は,下宿のおか
みさんと仲違いしていたのです。母が,少 し考えさせてほしいと言 った ら,
彼 は,三 日後 にまた来 ました。そこで,母 が,「よろしいです」と言い,私 た
ちは彼に一部屋を明け渡 しました。3部 屋 しかありませんでしたから,私 た
ち3人 の男の子は,一部屋でみな一緒に寝なけれぼなりませんで した。その
後の住居でも,長兄が家を出るまで,ず っとそうでした。
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3.妻 の家族 につ いて
姑は,生粋 の農婦でした。農村の出身で,も ちろん舅同様に,き つい畑仕
事 をしなけれぼならなかったのです。彼は,小 さな時分か ら働かなければな
らないほど,家が貧 しかったそうです。彼 らは,シュティッディエンStiddien
で知 り合いました。彼女 は,レ ップナー-RePPnerの出身でした。そして,彼
らは結婚 し,つぎつぎに子供が生 まれました。生 まれた子供は,全部で11人
でしたが,そ の内の多 くが,5才 になる前 に死んでしまい ました。最終的に
育 ったのは,5人 で した。だから,1928年に,妻 の家族 と知 り合いになった
時,子 供は5人 だけでした。その内,長 男ですが,一 人,第 二次世界大戦の
時,ロ シアで戦死 しています。まだ2人 の娘 と息子が1人,生 きています。
彼 らは,1911年に,シ ュティッディエンでの日雇いの農業賃労働者の生活
か ら抜けだして,こ この町ブラウンシュヴァイクにに出てきたのです。 日雇
い賃労働者の生活は,も ちろん,本 当に良 くなかったのです。
父親は,組 立工 として仕事 を始めました。 ここの地下工事局,つ まり,ブ
ラウンシュヴァイク市の工事局の配管工 としてで働いていたのですが,彼 ら
は,組立工 と言っていました。そうす る内に,彼 は,同 僚 と何かの原因で仲
違いもしました。ス トライキもその原因のひとつだったようです。それで解
雇 もされ,も ちろん家族は困窮したのです。長男は,板 金工 として職業教育
を受けたのですが,そ の当時は,まだ石炭販売店の石炭運搬人でした。妻は,
シュマルバ ッハ社Schmalbachの女子労働者 として働いていました。長男は,
もう結婚 していたのですが,その二人が,いまや一家の稼ぎ手 となってしまっ
たのです。だか ら,実際的には,私 の妻が家族を養わなくてはならなかった
のです。 そんな状況の時に,私 が彼女 と知 り合い,私 は娘が家か ら出ること
を父親 に了承させようとしました。 というのも,彼女の稼 ぎは,失業手当の
算出の際に,計算 に入れ られていたのですか ら,彼女が家 を出れば,も っと
高額の失業手当を貰えたからです。 しかし,父親 は,私 に腹 を立てました。
彼は,そ の背後に何かた くらみがあると思ったのです。彼女 は,た だ,部 屋
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を借 りるつ もりだったのにです。それで,私 もそうしました。
当時,私 たちは,ま だ付 き合っていただけでした。彼女が家を出た後,彼
は,一 挙に失業手当が増額 した ことに気が付 きました。つまり,彼は,ず っ
と多 くの失業手当を貰い,そ の上,私 の妻は,そ の後 も家に援助を続 けまし
た。つまり,そのように,実 際に経済生活は改善 されたのです。それでも妻
の家族の状態は,本当に何 と言った らよいのか,ひどかったのです。正直言っ
て,私が妻 と知 り合って,10カ月もたっていなかったのなら,あ るいは,知
り合って8日 後に彼女の家の中の様子 を見たのであったなら,す ぐにきびす
を返 していた ことでしょう。私が思 うに,私は妻を……しなかったでしょう。
その状態たるや,つ まり,な げや りなのです。失業 とか困窮 といったもの
が,と んでもない抑諺状態を作 り出 していました。誰 もが何かをしようとい
う意欲を失っていました。
彼女の父親の失業 は,大恐慌中に始まったのです。私 は,29年に彼女 と知
り合って,29年に初 めて家を訪れ ました。姑の誕生 日でした。彼女 は50才に
なったのです。 まだ今 日のことのように,よ く覚 えています。私は,当 時,
もうエギディエンマルク トAegidienmarletに住居を構 えていました。今 は,
すばらしい歴史的建造物に組み込まれている住居です。ただ,当 時は,誰 も
そこに住みたが らなかったのです。つまり,きれいにペンキを塗 られていた
ら,外側からはとても素晴 らしく見えるのですが,こ こも,当時はそんな風
でした。つまり,暗 くて,中 側の部屋には窓が無かったのです。
ロス通 りで 一 今 は,エルンス ト・アンメ通 りErsnt-∠4mmeStraBeです
が 一 とって も素晴 らしい住居 に住んでいた というわ けではあ りません
が,で もやはり,妻の家族の住居 とは違いがありました。本当に,私が,き
びす を返 して外 に出て行 って しまったか もしれないような住居だったので
す。でも,私は,妻 と知 り合って,すでにもう10カ月 もたっていました。彼
女は,清 らかで行儀の良い女の子で したし,ま さにそのようなことが,私 を
彼女のもとに引き留めたのです。本当に,彼 女の両親 は,あ る種の困窮状態
にありました。 しかし,そ れは,自業 自得だったわけではありません。そう
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ではな くて,つ まり,そ れは,農 業労働者が慣れない町へ出てきて,働 いて
家族 を養うのが困難であった とい う風 に見るべ きでしょう。
母親 は籠を背負い……父親 は失業中,家 でスリッパを作っていました。古
い布地 と自転車のタイヤのゴムで,ス リッパを作っていました。彼女は,籠
を背負って,農 村部へ行って,こ のスリッパを売って歩いたのです。そのよ
うにして,彼 らはどうにか こうにか生活 していました。売って,お 金を貰 う
だけでな く,ソーセージやハムや卵のような,そ の時々に,ち ょうどそこに
ある食糧 と交換 もしました。母親が生 まれた時からの知 り合いが,た くさん
村 にいたのです。だから,も ちろん,彼 女 はそういう縁を頼 りにス リッパ を
売って歩いたのです。彼女は,と て も小 さな体 の弱い女の人で,だ か ら,こ
の仕事は2～3年 続 けて,や めました。彼女は静養 しなければならなかった
し,彼女自身 も,静養 したかったのですが,こ れが またできませんで した。
4.両 親の家の住居
〈ハ ンブルガ ー通 りの家〉
私 は,ハ ンブルガー通 りHambzargerstraβeで生 まれ ましたが,記 憶 はあ り
ませ ん。 しか し,こ この住 居 の持 ち主 は知 って い ます。 ディー トリックス
Dietrichsだか フ リー トリックスFriedrichsとい う名前 で,1階 に店 を持 っ
てい る商人 で した。
〈アイヒタル通 りの家〉
アイ ヒタル通 りEichtalstraBe1番の住居が,私 の記憶 にある最初 の家で
す。小さな家で,平 屋でした。上 に増築された居間 も含めて も,本来,一 家
族用の家で したが,二家族,と いうか,持 ち主 と私の家族が住んでいました。
私たちの住居 は,上の階にある,天井が斜 めの形の住居Wohnzangでした。
木の階段を上がってい くと,ホ ールがあって,そ こから各部屋に行 く造 りに
なっていました。3部 屋あ りましたが,そ の内のひとつが台所だったのか ど
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うかは,は っきりしませんが,当 時の基準から見ても,も っとも質素な部類
に入る住 まいで した。
暖房器具 は,も ちろん,当 時,一 般的だった,小 型の円筒形ス トーブでし
た。各部屋 にはなかったけれ ど,居間にス トーブがあったのです。台所には
竈,つ まり開口式の竈がありました。当時 はまだ,ど この家で も褐炭コーク
スを使 っていました。 この褐炭 コークスというのは,ブ リケ ットを粉々にし
たような,コ ークスの一種 なのですが,こ れが,と てもよく燃えるのです。
この竈は,下に脚のついた戸棚 のような形をしていましたが,開口部があ り,
ロス トル と前側 に扉,上 に大きなブ リキの箱がついているものでした。その
形が,最初の頃の竈で,そ の後,30年頃には,白 いエナメル塗 りの湯沸かし
器 と,埃がたたないように,外 に引き出せ る灰受け皿がついた,ま さに戸棚
の形 をした竈のモデルが完成 したのです。 この竈は,も う開口式ではなく,
もちろん閉鎖式でした。 この竈が,私 たちの住む地域で典型的に使われてい
た ものです。ブラウンシュヴァイクの奥さん達 は,必要な時にはいつで も暖
かいお湯があるので,そ の竈を好みました。奥 さんたちが,こ の竈 にスープ
の鍋 をかけたまま散歩に出た り,遠 くに出かけた りしても,晩 にはスープが
出来あがっているというわけです。この竈は昼夜 を通 して,ず 一っと燃えて
いました。ただ,最 初の型の竈では,水 をこぼす と,ものすごい臭いがしま
した。完全な閉鎖式のス トーブではなかったからです。つまり,赤い熾きか
ら水蒸気がたちのぼったのです。後 に改良された新型では,そ んなことはあ
りませんで した。台所には,ス トーブ もありましたが,あ まり寒 くない時に
は,こ の竈が台所の暖房 も兼ねていました。何処の家 も大体 そんなもので し
た。アイヒタル通 りの記憶 は,こ れ くらいのもので,か な りぼんや りとした
記憶 しかありません。
この住居では,両 親 と3人 の子供の計5人 で暮 らしていました。他の親戚
等は一緒に暮 らしてはいませんでした。他人 と一緒に暮 らした こともありま
せん。三人の男の子供たち と母 と父だけで暮 らしていたのです。
アイヒタル通 りの家主 は,ア イゼンプレッターEisenPlntterという中年の
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男で した。中年の夫婦でしたよ。
〈ロス通 り14番の住居〉
次がロス通 りRoBstraβe14番の住居です。4階建ての家で したが,8家 族
が住んでいました。この住居 も屋根裏部屋でした。部屋代は13マルク払って
いました。 トイレは,も ちろん,ま だ地下にあ りました。洗濯部屋が,中 庭
の別棟にありました。だから,や は り当時のこの地域でも,も っとも簡素な
住居でした。私たち家族専用の台所 は,廊下にあ りました。建物の左側半分
に,もう一家族が入居 していて,私たちは右側半分の住居に入っていました。
どちらの住居 も完全に独立 していて,そ れぞれに台所 もあ りました。廊下は
他 にはなくて,こ れだけでした。階段 を上がって くると,廊下があって,こ
こから最初の部屋に直接,入 って くるようになっていましたが,昔 の古い家
はそうい う造 りだったのです。 この住居には,3部 屋あ りました。天井が斜
めの部屋で した。1部屋だけが中庭に向いていて,台所の天井はまっす ぐで,
大 きな窓があ りました。他の部屋には斜めの屋根裏部屋用の窓がついていま
した。 もちろん,地 下室の物置 もあ りました。屋根裏の物干 し場 もあ りまし
た。ただし,私の家族専用の物干 し部屋はありませんでした。私たち子供 は,
屋根裏の物干 し部屋で遊ぶのが大好 きでした。お風 呂はあ りませんでした。
ここで も家族全員で住んだのです。まだ,誰 も家か ら出て行ってはいませ
んでした。 ここでも,他 には家族以外の誰 も一緒 には住みませんで した。
このロス通 り14番の住居は,ア スファル ト・フェル トを作 る会社のシャハ
ト社Schachtのも でした。で も,家賃は,副社長で,同 じ家に住んでいた
シーア リンクSchierlingに払っていました。シャハ ト社 と私の家族 とは何の
関係 もありませんで した。シャハ トの息子は,一 度,見 かけたことはあ りま
したが,彼 自身は,見 たこもありません。兄たちも,そ こで働いていたこと
もないし,依存関係はまった くありませんでした。
236 人 文 研 究 第103輯
〈ロス通 り12番の住居〉
その次が,ロ ス通 り12番で した。この家 も4階建てで,同 じ造 りでした。
ここに越 した時には,も う父は戦死 していましたから,4人 家族で住みまし
た。最初 は,他 には親戚 も他人 も一緒に住んでいなかったのですが,戦 後 に
なって,又 貸 しをしました。 というか,ヨ ゼフが下宿人になりました。長兄
は家を出ましたから,家族3人 と彼の計4人 で ここに住みました。
それ までの住居 と比 らべ ると,住環境 にある程度の改善があったのだと言
えます。 この住居 は,初 めての2階 にある住居で,き ちんとした部屋が3室
と台所があって,ト イレはもう地下ではな く,下の階にありました。大 きな
窓があって,外 の通 りを見 ることもできたのです。
そして間もなく,通 り全体 に電灯がっき,私たちにとっては便利になりま
した。以前の住居では,石油か獣脂の灯 りでした。地下の トイレに降 りて行
くときには,獣脂の灯 りを持っていったものです。当時は,石 油か獣脂の灯
りが,一 般的に普及 していました。電灯がついた時 には,も うガス灯 もあ り
ました。住居にガス灯用の白熱マン トルを備えている人 もいました。その人
の住居がいつ建 てられたのかにもよりますが,私 たちの家か ら5軒か6軒 先
の,世 紀初頭 に建てられた家 には,ガ ス灯がありました。私が知 っているか
ぎり,ロス通 り12番の私たちの家にもガスは引かれていたのですが,電灯が
引かれるまで,上 の階にまではガス管が引かれていなかったので,私 たちは
ガスを使用することはできませんで した。今 もまだ,私 は,ガ ス管を施設 し
た男の名前 を覚えています。 フィルビガーFilbigerという名前の配管工でし
た。おそろしいほど,お しゃべ りだったので,彼 の名前は忘れもしません。
彼はお しゃべ りにエネルギーをフル回転 させていました。私たちは,「まった
く,彼が働いていて くれた らな一!」 と,いつ も言っていた ものです。ロス
通 り12番の住居については,他には,特別なことは覚えていません。納戸は
なかったけれ ど,小 さな廊下がついていました。
この住居 は,私たちにとっては,初めて周囲か らきちっと独立 した住居だっ
たのです。つまり,同 じ家の中にある,他 の住居から完全に分離 された住居
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で した。両隣には,まだ住居があって,そちらには住居の中にも,廊下があっ
て,そ の廊下にそって各部屋が並んでいました。屋根裏の物干 し場 もありま
した。
ロス通 り12番の持ち主 は,ヨハ ンナ ・グルーネヴァル トJohannaGrun-
ewaldという老婦人でした。彼女の持ち家だったのですが,彼女の子供たちが
結婚 して,こ こに住んでいました。 しかし,私 の家族 と彼 らとの個人的な付
き合いはあ りませんでした。私たちは,下 の彼女の店で飴を買いはした けれ
ど,他 には何 も付 き合い らしいことはなかったのです。
〈アル トシュタ ッ トリンクの住居〉
アル トシュタ ッ トリンクAltstadtringの住居 は,も うセ ン トラル ・ヒーテ ィ
ング もあ り,と て も近代 的 な建築 で した。 や は り3部 屋の住居 で した。浴室
もあ り,す べてが揃 ってい て,浴 室 にバ スタ ブ と便器 があ りま した。廊下,
地 下室,屋 根裏 の物 干 し場,台 所 と,す べ てが揃 ってい ました。それ は,1927
年 に新築 され,当 時,も っ とも近代 的 な3階 建 ての建物 で,6家 族 が住 んで
い ました。きちん とした3部 屋 の住居 で,私 た ちは,こ こに1928年に引 っ越
しました。 しか し,こ の住居 の家賃 は,当 時 としては,と て も高 くて,家 賃
が120マル ク もしたの に,さ らに家賃 の値上 げを要求 された のです。
それで,1929年にヴ ィッテキ ン ト通 りWittekindstraBeへ引っ越 したの で
す。
この アル トシュタ ッ トリンク36番 の住 居 には,母 と次兄,そ れ に下 宿人 の
ヨゼ フの4人 で住 んでい ました。 この住居 は,ブ ラウ ンシュヴ ァイク住宅協
同組 合BraunschweigerHausgenossenschafiの持 ち物 で した。建設協 同組合
Baugenossenschafifので はな くて,住 宅協 同組合 のです。ちなみ に,家 の向 か
いに は建設協 同組 合が あ りま した。住宅協 同組 合 の住宅 に は,組 合員 で な く
て も,入 居 で きましたが,い くらかの出資金 が必要だ ったので,母 の年金 の
一部 を換金 して,そ れで出資金 を工 面 したのです。通常,協 同組合 で は,出
資金 を出 さな けれ ばな らない のです。家賃 がそれ に相応 して高か ったので,
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組合員でな くて も入居できたのです。出資金 を払ったから,組合 としては,
喜んでいたことで しょう。出資金の額は,わ か りません。私が知っているの
は,母が年金の一部 を換金したということだけです。
〈ヴィッテキント通 りの住居〉
ヴィッテキント通 り1番 の家は,4階 建てで,8家 族が住んでいました。
この前 と同じ種類の住居でした。 ここにも,物干し場のついた屋根裏部屋,
地下室,ト イレと風呂にいたるまで,必 要な設備はすべて揃っていました。
ただ,セ ン トラル ・ヒーティングの暖房設備 は,あ りませんで した。ここで
は,ま だ各部屋ごとににス トーブを置いていました。
私 は,ヴィッテキン ト通 りには,38年まで住んでいましたが,1929年か ら
1930年にかけては,母 と次兄 とヨゼフに私の4人 で住んでいました。ヨゼフ
もまた一緒に越 して きたのです。35年までは母 と2番 目の兄 もここに住んで
いて,私が36年に結婚 した時には,妻がこの住居 に越 してきました。妻が越
してきた時には,兄 は結婚 していましたし,その後,38年に,私 は持 ち家の
住居 を持つことがで きたのです。
5.労働者居住地域の様相
私達が住んでいた通 りには,工場が二つありました。缶詰工場のウンガー&
ゾーン社Unger(1}Sohnとアンメ・ギーゼッケ&コ ーネゲンAmme,Giesecke
&κo解gθ%のMIAG社です。 この通 りの大部分の住人 は,こ の二つの工場
で働いていました。缶詰工場では女性労働者が多 く,MIAG社は,3600人の
従業員を抱えていましたが,こ こでは,も ちろん男性労働者が多かったので
す。朝の7時 に仕事が始 まりましたが,辺 りではいっせいに家々の扉が開き,
私 もそうでしたが,家 から作業着のまま仕事 に出かけたので,青 い作業着が
流れているような光景でした。 この事実からも,生粋の労働者居住地域 とい
えます。社民主義者が集まる「シュルツェ」Schul2eという居酒屋 もありまし
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た。 ここは,地域のペ トリトア協会OrtsvereinPetntorの集会所で も南 りま
した。タバ コ屋のゲルラン トGb'rlandもあ りました。その隣には,今,板金・
配管業 をしているハル トマンHartmannの父親の小 さな作業場があ りまし
た。彼自身は,MIAG社の配管マイスターでした。彼は,片手間に,こ こで,
ウンガー&ゾ ーン社の配管の仕事を請 け負っていたので,そ のために向かい
側に小 さな作業場 を作ったのです。MIAG社の背後 には何 もな く,原っぱで
した。 ここか ら農地がはじまります。苗畑があ りました。
ずっと後 に,MIAG社は,こ こに事務職員用の社宅 を建 てましたが,私 た
ちは,こ れを公務員の家 と呼んだ ものです。 これは,今 でいう連続住宅です
が,た くさんの1家 族用住居が横 に連続 して並んでいるものでした。ここは,
どの種類 に属するのか分からない場所でした。住民 は,事務職員だったので,
小中産階級 になったぼか りの人 びとでした。事務職の社員でしたが,「お前,
今日,何処へ行 くんだい?」 「公務員住宅へ」とい うように,私 たちは 「公務
員」 と呼んだのです。 とはいえ,大部分の住人の仕事か らいえば,生粋の労
働者居住地域でした。ツェラー通 りCellerStraBeは,当時の州鉄道の境界線
か らエルパーOIPerまで続 きますが,この通 りも住民構成に関しては,同じで
した。MIAG社に近道できる坂道があ りましたが,こ の坂道 を作 るのに,
MIAG社もお金を出した ということです。私たちは,この坂道 とロス通 りの
ぶっかる角に住んでい ました。
ロス通 りで一番背の高い家 は,9番 の家で,12家族用でした。生粋のプロ
レタリアーの家で,普 通なら8家族 しか住めないような,切 妻屋根のある4
階建ての家で した。煉瓦造 りで,簡単な外装でした。17番か ら18番の白い外
装の家 を,私 たちは 「白い家」 と呼んでいました。当時,他 の家は,む き出
しの煉瓦造 りだったのです。ロス通 りには,バ ルコニーのある家はあ りませ
んで した。バルコニー も浴室 もなかったのです。 トイレは,部分的には階段
室にありましたが,他の家は地下室に,または中庭 に洗濯小屋 を区切って作っ
た ものもありました。16番の後ろ側の家の トイレは,馬小屋にありました。
ヴェス ト通 り 脆 蜘 吻βθも労働者の住む通 りで した。今のフーゴ・ルター
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通 りHugo-Luther-StraBeです。この通 りは,ロ ス通 りの事情 と同 じで,住 人
の大部 分 はル ター工場 の労働 者で した。家 の造 りもほぼ同 じで した。
フ リー トリッヒ通 りFriedrichstraBeも同様 で,住 人 は,ビ ュ ッシ ング工場
Btissing-Werleとつ なが って い ま した。 ビュ ッシング工場 とい え ぼ,隣 接す
る,リ ーデ通 りRiedestraβeにもビュ ッシング工 場 の事 務職 社員 がた くさん
住 んでい ま した。
ニ ッケル ンクル クNicfeelnleulkには,私の両親 が住 んだ こ とが あ ります。母
は,近 所 の人 たち との関係 が良か った と言 って,よ く懐 か しんで い ました。
私 の次兄 もニ ッケル ンクル クで生 まれた のです。両親が,そ こか ら引 っ越 し
た のは,次 兄が1903年に生 まれた後で すが,私 は1909年にハ ンブルガー通
りHamburgerStraBeで生 まれて い ますか ら,こ の間 の1906年頃で し ょう。
母が アー レンス家 且加召窩 の話 を していた の を,まだ よ く覚 えて い ます。その
家族 は,と て も親切 に面倒 を見て くれて,気 持 ちのや さ しい人た ちだ った そ
うで す。心の通 った住人共 同体 だ った にちが いあ りませ ん。「アー レンス」と
い う名前 は,私 の頭 か ら離 れず,い つ もこの名 前 を思 い出すので す。新聞で
「アー レンス」とい う文字 を読 む と,か な らず ニ ッケル ンクル クの ことを考 え
ます。
私 は,ニ ッケル ンクル クの外 れの,リ ッター通 りRitterstraBeにあ った,国
民浴場Volksbadに,しばしぼ通 って い ました。「ニ ッケル ンクル クを通 るや
つ は勇気 が ある。 ニ ッケル ンクル クで は殴 られ る とい うの に」 と言 われて い
ましたが,殴 られた こ とはあ りませ ん。ニ ッケル ンクル クの外れ のカイザ ー
通 り、KaiserstraBeでは,少 年 や若者た ちが,い つ も夕方,本 当 にセ ンチ メン
タル な唄 を とて も上 手 に歌 って い ました。ハ ーモニ カや他の何 かで伴奏 して,
夕暮 れの中で,ま った くすば ら しかった ものです。
私 は,ニ ッケル ンクル クのチー ム とサ ッカーの試合 を しました。彼 らは,
ほ とん どが,大 工 と左 官工で,「ウニオ ン」ス ポー ツ協 会SPortverein`Union'
とい うク ラブの会 員で した。彼 らは,と て も強 か った のです。お もしろい こ
とに,私 は,本 当の名前 はラオ テ ンベル クRaotenbergとい う,サ ーカー場で
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一番 鼻 っ柱 の強い選手 とい う ことになっていた,ラ オテ と大変親 しい友人 に
な りました。彼 は,私 が困 るよ うな こ とは,一 度 として した ことはあ りませ
ん。 だか ら,チ ーム ・メイ トが,「 さあ,今 日はお前が 出て,ラ オテ に向 かっ
て行 くんだ。そ う した ら,彼 は,軽 い」と私 に言 って いた くらいです。 以前,
私 が 「ロイ」`Leu'でサ ッカー を して いた時 の,ア イ ン トラッハ ト ・チ ーム
Eintrachtのズル コ ップSurkoppのよ うに,一一番 て こわ い選手 で した。お もし
ろい こ とに,私 た ちは,今 も,と て も良 い友人 同士 です。 それ に彼 は,ニ ッ
ケル ンクル クのあの仲 間た ちの首領 で した。 ニ ッケル ンクル クを通 る ときに
ラオテ に出会 う と,と て も誇 らしか った ものです。 だか ら,し ば しばニ ッケ
ル ンクル クを通 った のです。
それか ら,WendenstraBeヴェ ンデ ン通 りに も行 きました。ほ とん どは,個
人的 な関係 に よ ります が,こ れ は大 きい ものです。ランゲ通 りLangeStraBe
にそ って歩 いてい くと,ク リン トKlintでもそ うで したが,家 の玄関前 に,
16才か20才 くらい まで の,大人 にな りか けの若者 たちが坐 ってい ま した。そ
して,歩 道 を歩 いてい る と,脚 をのば し,立 ち上が って,「お前,何 で,俺 の
足 を踏 む んだい?」 と始 まって,ボ ン,ボ ン殴 りつ け られて,す ぐにカブの
よ うな顔 になって し まうな どとい うこ とが起 こるのです。だか ら,安 全 のた
めに,車 道 を歩 かな くて はな らないのです。 そ うすれ ぼ,誰 もぶ つか っては
こられ ませ ん。
「ク リン ト,ニ ッケル ンクル ク,ヴ ェル ダーMZerderの住 人 は,ド イ ツを堕
落 させ る一番 の困 り者 だ」 と言 われて い ましたが,ヴ ェル ダーは,そ れ だ け
で まとまった地域 で したが,ど ち らか とい うと,ニ ッケル ンクル ク に近 いで
しょう。
これ らの地域 は,十 分 な社会 的 ・経済的 な権利 を与 えられ てい ませんで し
た。学校 教育 は欠陥 だ らけだ,と いっ も言 われて い ました。 当時,特 殊学校
はなか った のですが,あ った とした ら,子 供 たちの多 くが,特 殊学校 へ行 っ
ていた こ とで し ょう。 ブ ライテ ン通 りBreitenStraBeにとて も小 さな キール
ホル ン学校Kielhornschzaleとい う養護 学校が あ りました。 ここには,父 親 の
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顔 も母親の顔 も区別できないような知能遅れの子供が行きましたが,私 の8
年間の学校生活の間,た った一人 の子供がここに入 った程度です。そして,
その子は,そ こに2年 間だけ通 った後,ま た戻されてきました。今では,こ
んな事はあ りえません。特殊学校へ行ったら,適当な行 き先がなけれぼ,戻っ
てはきませんよ。
マウアーン通 りMazaernstraBeは,ランゲ通 りのように,労働者の住居の多
い通 りです。ほとんどは,臨時雇いの未熟練労働者でした。当然,未 開発で
あると特徴づけられるような水準 の通 りでした。100パー セ ントとは言いま
せんが,大 部分がそうでした。
クロイツ通 りKreu2straBeには,まだ農家が多 く,だから,牛小屋 と豚小屋
がた くさんあ りました。っまり,農家 と労働者の家の混在居住地域で した。
この評価は,実 用的建築物ではあるけれど,未開発な住文化であった という
意味です。家賃が安かったか ら,それ相応の人びとの集団が集 まった という
ことです。 しかし,だ か らといって,私 は,彼 らを見下 げているわけではあ
りません。
私の父は,週 に7タ ール,つ まり21マルク稼 ぎました。それで,7人 家族
を養ったのですか ら,簡単ではあ りませんでした。私たちは,1グ ロッシェ
ンで肉屋で切れっ端を買い,そ れで1週 間をしのいだのです。だから,何 か
の祝い事をするようなお金はなかったのです。そんなことはできませんでし
た。ここの住人の生活 は,そ ういう水準だったのです。
これ らの居住地域での生活は,そ んなもので した。 フリー トリッヒ通 りだ
ろうが,マ ウアーン通 りだろうが,ク ロイツ通 りだろうが,ヴ ェス ト通 りで
もロス通 りでも,そ こに住んでいたのは,み んな本当に大きな飛躍はで きな
かった人たちでした。 もし,酒 を飲 み始めて自分の役からはみ出した りした
ら,家族は底なしに全滅 にされたのです。家に酒飲みがいる家庭 は,も っと
も低い水準になったのです。今 は,た とえ家族の一人が大酒を飲んで も,他
に稼 ぎ手がいますが,当 時,女 性の仕事は少なかったし,奥 さんたちは,今
のように働 きに出ませんで した。2人 以上の子供がいると,奥 さんは働きに
日常生活史一F氏 の場合 243
出ませんでした。幼稚園はなかったので,仕 事を始めると子供のためにもっ
と出費がかさなったのです。たとえ,幼稚園の空 きがあって,そ れほど高 く
なくても,出費があっては,働 きに出る意味はなかったので しょう。子供が
一人だった としても,また労働者の家であって も,奥 さんたちは家庭 にいま
した。女性の仕事口は,少 なかったのです。
当時,精密工業 はまだ発展 していませんで した。ユーデル社Jtidelは,女性
は,掃除婦 しか雇っていませんでした。当時のシグナル部門,つ まり精密機
械部門には,女 性はいませんでした。ブルンスヴィガ社 を例にとると,女性
労働者は15%から20%でした。私がいた頃,ブラシを作 る作業場には数人の
女性がいましたが,そ の後,女 性労働者はいな くなりました。コーヒーを滝
れた りする,手伝い仕事 をする女性は大 きな部門にいました。事務仕事の教
育 を受けていない女性が事務室でできる主な仕事は,こ れ くらいのもので し
た。
それにしても,私の子供時代,ど の位の女性が,こ このMIAG社のあの事
務職員用出入 り口か ら出入 りしていたか というと,今 と比べて,と て もとて
も少なかったです。女性たちは,ほ とんどが缶詰やブリキ製品工場で働 いて
いました。 もっ と多いのは掃除婦 として,働 いていました。女性は,家 庭の
小間使 いとして,ま た病院では手伝いの仕事 をしていました。他には知 りま
せん。私の近所では,夫 がMIAG社 の,つ まり,ア ンメ・ギーゼッケ&コ ー
ネゲンの機械工で,奥 さんが午後,家 にいるようなら,彼女は働いていませ
んでした。内職をしていたのは,隣のエーリッヒ夫人Ehrichくらいしか知 り
ません。彼女には5人 の子供がいました。夫 は,MIAG社の未熟練労働者で
した。彼女は,古 い人形用の乳母車で,バ ケツに一杯分の袋貼 り用の材料を
持 ってきました。それで,私 も袋貼 りの仕事 をしました。最初は,手 伝った
だけですが,そ の後,数 ペニ ヒ稼 ぎました。でも,そ れはほんの小遣い稼ぎ
で,彼 女の場合 は,少 しばか り余分 にお金を稼 ぐために,昼 も夜 も袋貼 りを
して,稼 いでいたのです。
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6.学 校生活
私は国民学校では,成績 は悪 くなかったのです。比較的,良 く勉強しまし
た。私は,1年 生か ら最後の学年 までクラスで一番だった,ヨ アヒム ・ケル
バーノ'oaclaimKb'rberをお手本にしました。彼は,いつも一番でした。当時は,
まだクラスの成績の順番が発表されていました。彼 と同 じにように一番 にな
ろうと刺激されたものですが,私は,いつ も53人の生徒の内の3番 から10番
目の問の成績でした。彼は,孤 児で,祖 父母の家で暮 らしていました。父親
は公務員だったと思います。祖父も公務員でした。ゲルゲス通 りGb'rgesstraBe
に住んでいて,上 品な中年の紳士でした。つ まり,公務員の家系だったので
す。ヨアヒムは,後に商業教育を受けたのですが,後年,まった く進路を誤 っ
て,横 領でつか まり,刑務所 に入 りました。だから,彼 はもう私の手本では
なくな りました。彼がそんな道に走ってしまった時,私 たちはまったく愕然
としたものです。
私が通った国民学校 は,デ ィースターヴェーク学校Diesterwegschuleだけ
です。学校で罰を受 けたのは,一 度だけですが,行 動評価簿に付 けられたこ
とがあります。それは,こ んなことでした。つまり,私の2年 下の女子クラ
スに好 きな女の子がいたのですが,学 校の中庭は,敷 石の左側 は女子用,右
側 は男子用に分離されていました。監視の先生がこの敷石を行進 してきます。
この敷石が,つまり男女を分 けていたのです。ある冬の日の こと,先生はアー
チ形の校門の下にいました。 このエ リー ・クルーヴェElliKlzaweという女の
子 は,一番かわいい子でしたが,12才か13才の子供 にありがちなように,私
はこの娘が少し好 きでした。彼女が私に雪だまを投げたのですが,こ れは彼
女の返答だった と思 うのです。それで私 も,雪 の中に石が入っているのを知
らずに,雪だ まをぶつけて,彼女 に擦 り傷 を作ってしまったのです。私 自身,
大変悪いことをしたと思ったのですが,こ れを先生が見ていて,私 を女子の
教室の前に連れていき,そ こでさんざん殴 られました。私は泣 きませんでし
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た。そういう時には泣かないものです。泣いたとして も,歯 をくいしぼるも
のです。その後,休 み時間が終わってす ぐに,3階 の窓際で逆立 ちをしたの
です。下の中庭では,女子クラスが体操 をしていました。「見せてやるぞ!」
と言って,それをやったのですが,下では先生が体操の授業 をしていました。
彼はきちがいのようになってどな りました。そして 「お前は体操の1を ほし
いか,そ れ とも行動評価の1か?」 と聞 くので,私 は体操の方がよいです」
と答えたのです。そこで,私 は行動評価簿 に 「3」を付けられました。1毎
に3点 の計算なので,9点 のマイナスでしたか ら,ク ラスの成績評価の際に
は,大きかったのでしょう。成績が4番 目から7番 目に落ちてしまいました。
学校で受 けた処罰 としては,そ れだけです。他には何 もありません。
私自身 は,そ の他には,学校でそんなに殴られたことはありません。先生
は,す ぐに殴る習慣があって,生 徒たちは,し ばしぼ,殴 られ ました。カー
ル ・シュタンシュKarlStanschという教師がいましたが,彼 はとて も厳 し
かったのです。彼は,後 にアフリカに行 き,亡 くなった ということです。殴
られる理由は,誰 かをつついたとか,机 の上のインク瓶 を倒 したといったこ
とでした。あるいは,授 業中にテス トが良 くできなかった といったようなこ
とでした。
学校では,労働者の子供 と中産階級の子供の差は,歴 然 とありました。父
親が通 りの掃除人だとすると,市の職員です。そうすると,その子供 は,MIAG
社やビュッシンク社Btissingの労働者の子供 よりも,格がひ とつ上でした。
先生は,一般的に,子 供たちを良 く指導 して くれました。私たちの学校で
は,誰 かがたとえば作文や書き取 りでついてこられないと,先生は,そ の子
供のベンチの隣に坐って,繰 り返 し,「もう30分ここにいなさい。お前がつ
いて こられるように,も う一度,復 習しよう」 と言ったものです。今 は,こ
ういった ことがないのを,と ても懐か しく思い出しています。生徒が1ク ラ
スに53人もいたことを考えると,先生は生徒のために本当に良 く時間をかけ
て くれました。しか し,それでも,ど こかのサラリーマンや市の職員の子供
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とは扱いが違いました。地下工事の労働者の子供が弱い場合,ず っと多 く,
その子の所に留 まりました。あるいは,父 親の職業が教師でも,当時はみん
なが上の学校へ進んだわ けではないので,私 たちの学校に留 まった子供 もい
ました。そういう子供には2倍 も多 く質問した り,そ の子供たちは,前 にか
かっている黒板や地図の前 に立 って行 き,答 えければなりませんで した。
それに,こ この近郊のエルパーか どこかの村から来ている,Lある子供の扱
いが違 うことにも気が付 きました。その農家の子供 は,自分の家で豚 をと殺
すると,当時は食糧難の時代でしたから,先生にソーセージを持ってきたの
です。
中産階級の子供 と労働者の子供の違いは大きかったものです。まだ覚 えて
い ますが,こ このMIAG社の所長だった ドクター ・シュタインメッツDr.
Steinmetsの娘 とドクター ・ヴィスヴェーデルDr.Wiswedelの娘が,ハ リ
エ ットHarrietと一緒のクラスで した。ドクターたちは,父兄会の役員で,影
響力が大 きかったのです。彼 らの娘たちは,日の当たる学校生活をしていて,
もちろん,ギ ムナジウムにも行 きました。その親たちは,子供の成績につい
て,い つで もどうした らよいのか,相 談 にのってもらえました。しか も,担
任の教師が家庭教師まで したのです。それにくらべて,労働者の子供たちは,
私の場合がそうですが,た だの国民学校でしか,し かもギムナジウムで教 え
られるある一定の次元 まで しか勉強 はできませんで した。一緒 に進学 した
かったけれ ど,それは本当に無理でした。私は,ギ ムナジウムへ行 くための
9学年 目の勉強に付いていけず,実 科学校 に行 き,そ こで1年 間,勉 強 しま
した。ただ,そ れはそれで,後 に,そ れ相当に評価 はされ ました。
7.子供時代の遊びと遊び仲間
同じ年頃の子供たちに くらべると,い くらか遊びの時間は少なかったけれ
ど,私 は,た くさん遊びました。彼 らが,通 りで遊んでいる間に,私 は6足
の靴 を磨いていたものです。だか ら,遊び仲間たちは,外か ら,「早 く降 りて
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こい よ!」 とよ く私 を呼んで,遊 び に誘 った もので す。余暇が足 りなか った
とい う ことは,全 然 あ りませ ん。 ロス通 り時代 は,当 時,私 の家 は通 りの外
れで,そ こか らす ぐに農地 に続 いてい て,他 には何 もあ りませ んで した。 だ
か ら,こ の農地 で遊 んだ り,ま だ車 の往来 は無 か ったので,通 りで もよ く遊
び ました。通 りで ラウ ンダー ズ(:野 球 に似 たゲ ーム)か サ ッカー をしま し
た。1時 間 に1台 の荷 馬車がMIAG社 の屑鉄 な どを運 んで通 りかか る と,道
をあ けま した。 あ とは,通 りを占領 で き ました。夏 には,ザ ール ブ リュック
ナー通 りSaarbrticknerStraBeのシ ャー レSchaareがあ る場所,昔 は火葬場
だった,鉄 道 の横 断歩道 の ところ に,マ ウスハー ケ池Maushaleeteichがあ り
ました。この池 で水浴 び をしま した。エルパ ー-OIPerの堰 まで水浴 び にも行 き
ました。 そ うで なければ,パ ーヴ ェル シェ ・ホル ツPawel'scheHol2へ行 き
ました。パ ーヴ ェル シ ェ ・ホル ツの森 には,権 か,古 い樽 を壊 して下 で結 わ
えた手製 の雪靴 で行 き ました。80パーセ ン トの余暇 をバ ーベル の森 で過 ご し
た とも言 え ます。
家 の中で遊 ぶ こ とは,ほ とん どあ りませ んで した。仲 間の家 で も遊 びませ
んで した。 ただ,一 人 の友だ ちの家 で,ク リスマ スの少 し前 に,当 時 は もう
13才か14才 にな って い ましたが,4～5人 の男 の子た ちが集 まった こ とは
あ ります。その家 で小 さな子供た ちの玩具 を修 理 しま した。その後 の数 年間,
私 たち は これ を続 けて,数 ペニ ヒで小 さい子 の玩具 を修 理 しま した。た とえ
ぼ,両 親が子供 に古 い玩 具の馬小 屋 をまた造 ってや ろ うとした時 に,玩 具 の
馬 を修理 してや った のです。パ ウル ・クニ ッヒPaulKnichの家 の台所 で集
まったので す。他 には まった く,家 の中 に入 って遊 んだ こ とはあ りませ ん。
公 共の遊 び場 は必要 あ りませ んで した。自分 たちで遊 び場 を作 った のです。
アマー リエ ン広場AmalienPlatzが,私たちの運動場 で した。 当時 は,ま だ,
実 際 には,何 も栽 培 されて いない畑地だ ったので,そ こでサ ッカー をしま し
た。通 りで は,遊 び とい う遊 びをすべて,特 にラウンダーズ,も ち ろんサ ッ
カーや,か くれ んぼ うな どを して,遊 び ました。女 の子 た ち と一緒 に紳士 と
淑 女 ごっ こ,そ れ に 「何 歩,お 前 の方 に近 づいて いいの?」 な どとい う子供
248 人 文 研 究 第103輯
の遊 び もしま した。ピス トル な どの玩具 はあ りませ んで した。それに近所 に,
砂の採取地 跡 の小 さな穴が あ りました。これ は,瓦 礫捨 て場 だ ったのですが,
これ を きれい に整地 して,平 地 にしま した。つ まり,大 きな穴 を掘 って,ゴ
ミを入れ,ゴ ミ捨 て車 が来 ない とき,近 所 の人た ち も灰 な どを ここに入 れ ま
した。 当時 は,通 りに置い てあ るゴ ミ箱 の蓋 は無 くて,回 収 もされ ませ んで
した。だ か ら,そ んな ゴ ミを,こ こにただ捨て ていたのです。 そ こは,小 路
の奥 の死 角 にあったので,私 たち の遊 び用作業場 に した とい うわ けで す。穴
を掘 って,ゴ ミを入 れ,平 地 に した のです。だか ら,私 た ちは,こ の場所 を
きれい に した と,警察 に褒 め られ ました。しか し,後 に,こ こで私 た ちが サ ッ
カー を しようとした ら,追 い払 われ ま した。 もう,き れい になっていた か ら
です。 しか も,囲 い まで した ので,こ れ を はず して,ま た ここで遊 んだ ので
すが,そ れ で も何 も言 われ ませ んで した。
遊 び仲問 は,ほ ぼ同 じ年頃 の子供 た ちで,20人 か ら30人 の子供 たちです。
100メー タ くらいの通 りの家々 に,20人か ら30人 の子供 が い ました。今 で は,
このザール通 りに出て も,子 供 の姿 な ど見 るこ ともあ りませ ん。 私た ちの住
んでいた家 に は,1,2才 違 いの,同 じ年頃 の子供 がぜ んぶで7人 い ました。
こ の 内,2人 は マ ル テ ィノ ・カ タ リ ネ ウ ム ・ギ ム ナ ジ ウ ムMartino-
KatharineumGymnasiumに行 き,1人 は中等学校Mittelschule,これ は今 の
実 科学校Realschuleです ね,も う1人 はオー カー通 りOleerstraBeの高等小
学校 磁 ㎎薦 誘漉 に行 って い ま した。 これ は,後 に共産 党 員 に なったオ ス
カー・フ ィッシャ・一一〇skerFischerです。今 もこ こにい る社 民党員 のエル ヴ ィ
ン ・ハイ ンツ ェErwinHeinzeは,中等 学校 に行 きました。私 は,今 もまだ,
彼 か ら党費 を徴 収 して い ます。そ れ に カール ヒェ ン ・シューラー1磁物 舵 η
S論刎67は,マ ル テ ィノ ・カタ リネウムで した。彼 の父親 は,当 時,ア メ リカ
の石油会 社 だったペ トロ リウム株 式会社PetroleumAGの在庫 管理 人 で し
たが,私 た ち には大物 に見 え ました。彼 は,運 搬車が石 油 を貯蔵 してい くの
を監視 して い ました。彼 は,こ のア メ リカの石油会社 の事務 室 も兼 ねた,一
軒家 に住 んで い ました。 しか し,私 た ち子供 は,み な同 じ階層 に属 して い る
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かのように,お互 いに何の問題 もな く,一緒 に遊 びました。お もしろい こと
に,子 供たちは,そ れぞれ違った服装をしていました。ギムナジウム生は,
大 きな皿形の帽子をかぶ り,私たちのような国民学校生 は,庇 のついた学年
ごとに色の違 う帽子でした。1年 生 は,赤 と白の リボンがついていました。
2年生は銀 と白,3年 生 は赤のリボンで した。だか ら,その後は,リ ボンの
色で,一 緒に進級できたか,落 第 したのかがわか りました。帽子は,下 校後
は,あ まりかぶ りませんでした。登校時や学校の行事のある時,ま たは,母
と街へ外出す る時だけです。進級しようが,落第 しようが,大 きくなったら,
みな違いはありません。高等小学校出のフィッシャーは共産党員,中 等学校
出はSPD歴50年,ギ ムナジウム出は残念なが ら亡 くな りました。彼 は,私
よりも1才上でした。彼は,ア ビ トゥアの資格 も取ったのに,後 に,こ この
ルー ドルフ広場RudolfsPladeで石油スタンドをしていました。
8.親 子関係
私は,親 と喧嘩 した ことはなかったけれ ど,長兄が母 と喧嘩ばか りしてい
ました。母に叩かれたことはあります。夏で,肺炎になった直後のことです。
体調が良 くなっても,私 は裸足で歩 くことを許されませんでした。みんなが
裸足だったので,裸 足 になったのです。そうしたら,一一発お見舞いされまし
た。靴 を地下に隠しておいて,もちろん,家に入 る時には,地下から靴を持 っ
てきて,入 ったのです。でも,地下へ何かを取 りに行 った母に,そ の靴 を見
られてしまったのです。「お前の靴 はどこにあったの?」 「あ～,そ の～」 と
ごまかそうとしなが ら,寝室へ行 って,籠 の中に頭 を入れたところで,背 後
か ら背中をどや しつけられたのです。つまり,寝室 には汚れた洗濯物を入れ
る籠があって,洗 濯するまでその上をタオルやシーツで覆っていました。そ
こに隠れようとしたのです。それか らが大変で,さ んざんお仕置 きされ まし
た。
その他には,子供の時にタバ コをすっているところを,同 じ家 に住んでい
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る奥さんに見 られて,母 に言いっけられたのです。「いいかい,お前は肺結核
になるんだか ら」と叱 られ,そ の日から36才になるまで,も うタバコはすい
ませんでした。36才でタバコをすい始めて,戦争中か戦争後 にやめましたが,
もう一度,同 じ事を繰 り返 しました。そして,また今,妻 が亡 くなって以来,
タバコをすっています。母がお仕置きに使 ったのは,布 団叩きだった と思い
ます。ひょっとしたら,箒 だったか もしれません。お仕置きは,い つ も何か
そんなような物で叩かれたのです。父に殴 られたことがあるかか どうかは,
覚えていません。最後 に叩かれた記憶は,最 後の学年の1913年か14年だっ
たで しょう。それ以後 はないです。
子供時代 に個人的な問題を抱 えた ことは,あ りませんで した。だか ら,母
と個人的な問題 について話 したこともあ りません。性の問題にして も,母か
ら性 について説明を受 けた事はないし,兄 か らもありません。
問題 といえば,た とえぼ,私 の家では,軍 隊用の箱の中に食糧 を入れてい
たのですが,上 の兄が,母 が不思議が るほど,実 にた くみにそこか ら食糧 を
盗み食いして,母 に言いつけなけれぼならなかったことくらいです。食糧が
ない時で したか ら,これには心 を痛めました。
母 とは,よ く理解 し合っていましたが,父 のいないことが寂 しかったもの
です。父がいないということを,学 校でも近所の向かいの家でも,ど こでも
感 じました。た とえば,学 校の図画の時間に,戦争用国債を描かなければな
らなかったのですが,反 古の債券 を見本用にもらいました。 これを家に持 っ
て帰 り,母 に見せることがで きませんでした。母は,債 券を買 うお金が無い
のを知っていたか らです。翌 日,学校で,そ れを見せ るように言われた時,
弁当用のパ ンを包むのに使ってしまって,も う持っていなかったのです。他
の多 くの子たち も持っていなかったのに,彼 らは,叱 られただけで,私 だけ
が先生か ら殴られ ました。他の子供たちは,「父さんに言いつけてやる」と言
うか ら,父のいない私だけを殴ったのです。近所で,子 供 どうしの喧嘩 をす
ると,母が,「お前には父親がいないって ことに,みんなが気がつ くだろうよ,
ローデ ィー」 などと言った ものです。少 しばか り,そ ういったことが胸 を刺
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して,精 神的に参 りました。
〈ヨゼフと母の関係〉
ヨゼフは,ず っ と独身でいました。とはいえ,長 い年月のうちに,彼 と母
との間の関係が,進 展 しました。彼 らは,一緒に外出 したり,ハルツ地方へ
の小旅行 をしていました。友人関係だった と思いますが,私 は子供だったの
で,ど の程度 まで進展 したのかは,わ か りません。まあ,叔 父さんとの結婚
関係になったのでしょう。それが,まさに長兄 には気に入 らなかったのです。
彼は,結 婚前に家 を出 ましたが,私 たちにたいしては,悪 い感 じを残 しては
いきませんで した。兄は,ヨ ゼフと母が結婚するだろうと疑い,第 二の父は
望 まなかったのです。「絶対に第二の父など認 めない」と口に出しました。彼
は,父 のことを私 よりも良 く知 ってもいました。父 との結びつきは,私 より
もずっと強いものだったのです。
〈家事手伝い〉
家事 は,た とえぼ大きな洗濯物のような仕事は,も ちろん母がしました。
私が手伝 ったのは,日 中,家 の中をきちん と清潔にしてお くなどの家事で,
私は,い つも,母 の仕事を楽 にしてやろうと思っていました。次兄は,か な
り無関心だったので,い つも散 らかしました。母が家に帰ってきて,仕 事場
であった嫌 なことを訴 えた り,し ばしぼ涙を流 して泣いているのを見ると,
私は心 を痛めたので,家事を手伝 うようになったのでしょう。「僕は,今,家
にいるんだか ら,きちんとしなければ」 と自分に言いきかせたものです。た
とえば,階 段の掃除当番の時には,小 さなバケツを持って,階段 を洗いまし
た。「お前は,ま た,水 をあふれ るほど,入 れてるね」と回 りの大人が言った
ものです。まだ小 さかったので,大 きなバケツを運ぶ ことができなかったの
です。最初の家では,地下には煉瓦が しかれていましたが,一部が トイレだっ
たので,こ こも水で洗いました。ロス通 り14番の家です。後の家ではもう掃
除の必要はありませんで した。掃 くだけで良かったのです。最初の時期,ま
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だ下宿人が来る前,私たちの家には,居心地の良い小さな居問がありました。
4人で,3部 屋でしたが,居 間がありました。小さ くて,い つも使われてい
る居間でした。 この居間で,小 さな祝い事や誕生 日などをしましたが,ヨ ゼ
フ ・ツォルンが来て,彼 が この居心地の良い居間を,自 分の部屋 として使い
ました。 この部屋には扉が二っあったので,洋 服タンスが他の部屋に通 じる
扉の前に置かれました。彼は,廊 下から直接,部 屋 に入っていたので,自 分
で掃除 していました。彼は,母 に「掃除の面倒 をみて くれな くて もよいです」
と言ったのです。だから,私 にとっては仕事が軽減 しました。 もう,そ の部
屋の埃を拭かなくてもよくなったのです。
私は,本 当にもう小 さい頃 に,家事の手伝いをはじめました。ただの掃除
だけではな く,当時 は,ま だ木の床で したが,子 供 にしては本当にきれいに
床 を洗ったものです。
それに,兄 のソックスを繕った り,靴底 を張ったり,で きることはなんで
もしました。子供なのに,母 が家に帰ってきて,何 か暖かい物 を食べ られる
ように,料理 もしました。たとえば,恐慌の時期で,家 族が とても困ってい
た ときですが,コ ーヒー ・ミルで丸麦を挽いて,ケ ーキを焼いたことを覚 え
ています。 ミルクは,不 足物資だったので,水 で といて,少 しの砂糖を入れ
ました。黄色 い,精糖 されていない砂糖でした。それに,2～3セ ンチの厚
さのホットケーキのようなものも,フ ライパンで焼 きました。それが,家 族
が仕事か ら帰って,夕 食にとる暖かい食べ物だったのです。それでも,家族
は,喜んで食べ ました。とはいえ,後に,「まあ,ローベル トRobertが,我々
に焼 いて くれたのは,… …ふ一ん,食 べたけれ ども不味かった」 と彼 らが言
うのを聞 くはめにな りました。本当に,た くさんの家事 をしたのです。当時,
私は9才 でしたが,私 には楽 しかったのですよ。 よその子供たちの親は,子
供たちに 「ローベル トを見習いなさい。あの子は,家 で何で もしているんだ
か ら。料理 した り,ケーキを焼いた り,ぜんぶ しているんだよ」と言ってい
た ものです。それが,私 の家事の始 まりで,修 業時代 もしましたし,後年,
結婚 してからもケーキなどを焼 きました。今は,ぜ んぶ,一 人でやっていま
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す。 もちろん,修 業時代は,母 が仕事 をやめていたので,そ れほ ど家事 はし
ませんでした。母が働かな くて も家計 をやっていけたのです。それに,下宿
人のヨゼフが部屋代 を払った り,多くの必要な物 を援助 して くれ ましたか ら。
ヨゼフは,父 との約束を真面 目にとって,誠 実に実行 してくれたのです。
9.結 婚
妻 とは,私が体i操選手やサッカー選手だった時 に,妻は自由体操協会Freie
Turnerschaflでハン ドボールをしていましたから,彼女が協会員 になって以
来,お 互いに顔を見知 ってはいたのです。当時,協 会員同士の結びつきは,
今よりもずっと強かったのです。農村部の協会では,ま だ今で もそのようで
すが,都 市部の協会では,創立記念日 くらいにしか会員が揃 うということは
あ りません。他の機会 には,お互いの接触 はありません。 ところが,私 たち
の ところでは,そ うではありませんでした。つまり,私たちも,女性 の体操
やハンドボールを見 に行 き,彼女たちもサッカーを見に来ました。1928年の
「悔い改 めの日」(:教会暦最後の主日の前の水曜 日)BuBtagに,男 子 と女子
のハンドボール・チームが,一緒 にヒルデスハイムHildesheimへ試合 に行 き
ました。私 は,本来,サ ッカー選手だったのですが,ゴ ールキーパーが怪我
をしたので,私 が,ゴ ールを守 ることになったのです。それで,準 備 をして
いるときに,よ くあることですが,ズ ボンが破れていることに気が付 きまし
た。そこに若い女の子がいて,「おいでよ,針 と糸を持 っているから,繕って
あげる」と言い,そ れは,ヒ ルデスハイムの居酒屋での ことですが,彼 女 は,
すぐにズボンを繕 って くれたのです。その瞬間か ら,彼女が感 じの良い女の
子だ ということが分か りました。私たちは19才で した。特 にヒルデスハイム
ですか ら,「悔い改めの 日」には,音 楽は禁止でしたが,私 は,ピ アノの前に
坐 り,ピアノは弾 けないのですが,一一本指で鍵盤を叩いて,音を出しました。
彼女は,私 がピアノを弾 けると思いました。私も実際,い くらか曲らしい音
を出した ら,みんなが飛び跳ね回 りました。それか ら,ハ ンドボールの試合
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をし,帰 って来 ました。それで,汽 車の中で同 じコンパー トメントに坐 りま
した。19才の若い者にあ りがちですが,若 かったので,み んなす ぐに寝入 り
ました。そして,隣 同士で横にな り,コー トをかけ,キ ス もしました。それ
が,私 の妻 との最初のキスでした。
このヒルデスハイムへの旅行が,なれそめでした。その日か ら,私は毎 日,
彼女の練習後に,運動場へ迎えに行 き,家 まで送 りました。まあ,そ うして,
私たちは,実 際的 には,一緒にな り,後 に結婚 したわけです。私 は,結婚前
に女の子 と何か したことはないし,彼女 も他の男 とは何 もありませんで した
が,私 は,妻 と結婚前 に交渉 しました。つまり,私たちは,こ の日を公式に
知 り合った日と名付 けている 「悔い改めの日」に知 り合い,1929年の7月21
日,彼女の誕生 日の前 日に,最初の性交渉をもちました。私は,19才で,ほ
ぼ20才になっていました。
10.性 ・避 妊 ・妊 娠 中絶 ・私 生 児
私が最初 に性 に興 味 を もったの は,学 校 の5年 生 の時 に,上 級 クラスの女
の子マ ルガtz-一テ ・フォスMargareteVossが子供 を生 ん だ時です。 もちろ
ん,私 生児 です。彼女 は13才 で,親 は,ヘ ルマ ン通 りHermannstraBeで雑
貨 屋 を してい ま した。突然,あ そ この娘 が子供 を生 んだ とい うので,私 たち
は,い ろい ろに想、像 しま した。
次 は,リ スベ ー ト ・マル テ ンスLisbeth1吻吻 ηsでした。最後 の学年 で,
非宗教授業 をハ イ ンリッヒ ・ローデ ン シュタインHeinrichRodenstein先生
に受 け ました。 ちなみ に,彼 はまだ生 きていて,ブ ラ ウンシュヴ ァイ クの名
誉 市民 です。最初 は,私 たち は,朝 の1時 間 ほ どの宗教の授業 中,ペ ス タロ ッ
チ学校Pestalo2zischzaleで非宗教 授業 を受 けて か ら,私 たち の学 校 に戻 って
いた のです。後 に は,私 たちの学校 で も非宗教授業 が設 け られ ました。 この
授業 で は,16人 の男女 の生徒 が一 緒で したが,こ れ は,最 高 に珍 しい ことで
した。 この クラス に リスベ ー ト ・マ ルテ ンスが いたのです。彼女 は,そ の方
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面で,か な りの発展家で,ク ラスではいつも何か言われていました。でも,
いつ もほのめか しだけで,直 接 にではありませんでした。早い時期に女の子
と男の子が一緒にいると,気 を付けなけれぼならない ということは,知 って
いましたし,そ ういう女の子の例がありました。彼女は,結局,学 校を退学
させ られて,子 供を生みました。その後,子 供 と一緒 にいるところを見かけ
ましたが,彼 女 は,大 きくてがっしりした女の子でした。彼女は,14才で,
もう17才の女の子がするような,大変な経験をしたものです。それが,性 に
関心を持った,き っかけで した。
それに,私たちの住む通 りに,私よりも年下の男の子がいましたが,彼 は,
13才の時 に女の子 と逢い引 きをしていました。MIAG社の物置場で出 くわし
て,び っ くりしたことがあ りました。MIAG社は,そ こに馬のわらなどを置
いてお く家を持 っていたのです。 そこで,彼 女 と抱 き合 っているのを見たの
ですが,知 っていることは,そ れだけです。その男は,そ の後,売 春婦のひ
もにな りました。彼は,こ このブルッフ通 りを縄ぼりにしていました。
まあ,こういったような出来事が,性に興味をもつきっかけになりました。
妻 とキスす る以前 に,も ちろん,他 の女性 との付 き合 い はあ りました。初
めて女の子 とキス を した時,私 は12才 で した。彼 女 は,同 じ家 の住人 のエ リ
スベー ト・シュタイ ンElisbethSteinといい,地 下 に行 く階段で キス した ので
すが,と て も素敵 で した。彼女 は ど もりましたが,可 愛 い人形 の よ うで した。
それ は,彼 女 も私 も地下 室か ら何 か取 って きて,一 緒 に上 に出 よう とした時
で,「お前,も うキス した ことあ る?」 と聞 いた ら,「ううん,ま だ した こと
ないわ よ。 した くもないわ」と言 ったのです。 それで,「来い よ。 お前 にキス
してや るよ」 と言 って,子 供 なの に,彼 女 に本格的 にキス した のです。 キス
し終 わ ってす ぐ,私 も彼 女同様 に赤 くな り,家 に上 がってい き ました。 それ
だ けです。彼女 は,私 よ りも年下で,11才か その くらいだ ったので し ょうが,
私 は12才 か13才 で した。いず れ にしろ,そ れが初 めての キスで した。
その後,ま た違 う女性 と知 り合 い ま したが,兄 が邪魔 をしま した。彼女 は
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18才で,私生児がいたのです。彼女 は,私よりも2才年上で,も う18才で子
供を生んでいたのです。それで,回 りが 「彼女は,息子のために夫が欲しい
だけなんだ。息子の父親 を欲 しいんだか ら,手 を出すな」 と警告 しました。
彼女 とは,ち ょっと,,「今 日は」と家 に行 くくらいの,た だの遊びでした。彼
女 も,ロス通 りのはずれの,茂 みの前の家に住んでい ました。まあ,それは,
私が妻 と知 り合 うまでの過渡期のことです。
〈避妊〉
妻 とは,1929年の7月21日,彼 女の誕生 日の前の日に,最初の交渉 をもち
ました。その前に,す でに一度,避 妊方法や避妊具についての講演 を聴いて
います。その後 も2度,聴 きました。ぜんぶで3回 です。結婚前には,た い
ていは,コ ンドームを使用 しました。コンドーム無しで交渉するほどの度胸
はありませんで した。避妊 ピルのようなものは,ま だありませんでした。コ
ンドームの値段 は高かったし,それに,買いに行 く恥ずかしさもあったので,
コン ドームを持っていない時もありました。今のように,ど こにでも自動販
売機があったわ けではないのです。っまり,買 う恥ずか しさが問題でした。
ホープマイスター薬局Hofmeisterに入って行き,「コン ド 一ームを3個 ほしい
のですが」 と言 う恥ずか しさです。いつ も持っていたわけではありません。
度胸がでるまで,迷 いました。で も,そ んな風にすると,次の生理 日まだ,
信じられないほど不安で した。つ まり,子孫をあまりにも早 くに作ってしま
うのではないか という,信 じられないほどの不安でした。
私は3人 兄弟ですが,両 親が避妊具 を使用 していたか どうかは,ま った く
分か りません。 しかし,使 ってはいなかった と思います。両親が,望 んで3
人の子供 を生んだとは思いません。私 は遅 くにできた子で,兄 より6才 も下
です。私の時は間違 って作ってしまったので しょう。妊娠がわかった時,両
親は女の子を望んだそうです。
避妊具の知識を得たのは,ド クター・ルーべDr.Lubeの講演会 と本からで
す。本には,し かも,ど のように性交 をするのか,あ りとあらゆる方法が描
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かれてい ま した。 それ も,避 妊 の役 に立 ち ました。避妊具 の知識 を得 た年齢
は とい えば,18才か ら20才 にか けて徐 々 にで したが,主 に ドクター ・ルーべ
に啓 蒙 され ました。彼 は,ブ ラウ ンシュヴ ァイ クの病院 の部 長か,医 務 参事
官 で した。彼 が,「ヴ ァンダーヴ ェル デの結婚」DieEhevonVanderwelde
とい う映画 を見 せて,い ろい ろな ことにっ いて講演 した のです。私が17才 か
18才か,19才 の ことで した 。この映画 は,何 度 も上映 され,講 演 は,映 画 の
内容 の詳細 な説 明で したが,子 供 の作 り方 か らお産,避 妊 方法や性病対 策 に
に至 るまですべ て話 して くれ ま した。
そ こで,私 は,2～3冊 の本 を借 りました。 マグ ヌス ・ヒル シュフ ェル ト
博士Dr.MagnZtsHirschfeldの「性 と愛」GeschlechtundLiebeなどで した。
本 は,子 供 が一人 い る,私 の妻 の若 い友人夫婦 が,「お前 たち も子供 を作 るつ
もりなの?」 と聞 いて くれた ので,「そのた び毎 に,心 配 と不安 なんだ」とか,
いろい ろ話 した ら,本 を貸 して くれ ました。 それで,私 たち は,こ れ以上 は
で きない とい うところまで,い ろいろ勉 強 しま した。その本 は返 しま した が,
その後,禁 書 にな りま した。
1931年か32年 に ドレスデ ンの衛生博物 館 が,性 病撲 滅運 動 を して いた の
ですが,今 の新市 庁舎で展 示 を しました。 この関係で,ブ ラウンシュヴ ァイ
ク市 の保健 局が,ド クター ・ルーベ の講 演会 を催 した のです。講 演会 に は,
た くさんの人が集 ま り,ザ クセ ン ・ホー フSdchsischerHofのホール は,い
つ も満員 で した。 テ ン トをス ク リー ンにして,映 画が上映 された ものです。
そんな風 にして,啓 蒙 を受 けた のです。学校 で は,先 生が一人,ち ょっ と何
か言 った くらいで,公 式 に は性 について は,ま った く教 えて くれ なかったの
で,性 教 育 として は,か な り遅か った と思 い ます。
〈妊娠中絶〉
誰かが妊娠中絶 した という話を聞いたことはあ りますが,具 体的なケース
については知 りません。私が聞いたのは,「おい,あのリスベー トが……」云々
で,彼女は,今はもう80才を越 しているで しょう。彼女 は,ブラウンシュヴァ
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イクで小間使いの仕事 についていましたが,「あいつ,子供ができたんだ」「あ
いつ とあいつがあや しい と思 う」な ど言ってるうちに,突 然子供ができて,
彼女のお腹 はぺちゃんこになっていました。
それは,私が13才頃のことでした。リスベー トは,私の家の隣の,ロ ス通
り13番の家に住んでいました。その ことは,近所では,あか らさまに話され
ていました。
母 は,中絶 については,た だ,「子供 に縛 り付 けられるような ことをして,
なんてバカな娘なんだろう」 というようなことだけで,中 絶そのものについ
ての見解は,何 も言いませんでした。私自身は,中絶 ということをよく想像
できませんでした。流産 した とか,女 性が病気だ とか,子 供が生 まれたけれ
ど,病気で亡 くなったな どということしか想像で きませんで した。
〈私生 児〉
学校で は,私 生児 の子供 は,本 当 にひ どい扱い をされ ました。例 えば,「ハ
イ ン リッヒ ・クイ ック」HeinrichQuicleとい う子供 の場 合で す。彼の本 当の
名 前 は,「クイ ック」で はな いのです。彼 が私生児 だったか ら,そ う呼 ばれた
のです。 その子供が私 生児だ と,「お前 の母 さん,父 さんは……」とい う こと
なのです。 それ は,い つ まで も忘 れ られず に,新 しい クラスにな る と,い つ
もまた個人 的な こ とを詮 索 された ものです。彼 は,一 番元気 な生徒 で したが,
先 生が,彼 をコン トロールで きるように,い っ も一番前 に坐 らな けれ ばな り
ませんで した。先生 は,い っ も 「お前 は,何 に もなれない よ」 と言 ってい ま
したが,彼 は,後 年,シ ェル株式 会社ShellAGのニーダー ザクセ ン州代表
にな りま した。大物 になったので す。彼 は,そ の後,べ 一ヴ ァー ンBevernの
養護 施設 に入 り,商 業 教育 を受 けました。数年前 に偶然,メ ルセデ スに乗 っ
た男が,私 のす ぐ前で急 ブ レー キをか けて止 ま り,「何 て こった,道 路か らよ
けろよ!」 と言 い,私 は 「何 て こった,ゆ っ くり走 れ よ」 と,そ うす る と,
「お前 は,お れの こ とを もう覚 えていない んだな」 と彼が言 うので す。彼 は,
昔 は明 るいブ ロン ドの髪 で した,そ うです とも,明 るい ブロ ン ドで した。「い
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いや」 と私が言 うと,「ハインリッヒ・クイックだよ。お前たちの中で一番の
さ」言ったのです。「何て こった,お 前,こ こで何をしているんだい?そ ん
な(急 ブレーキの)音 をたてて」 と私が言って,… …。
私生児の母親 というのは,労働者の間でさえも,触れてはいけない者のよ
うに忌み嫌われ ました。私た ちの家 の隣にグ レーテル ・プ リッケGretel
Frickeという娘がいて,子供を生みましたが,誰 の子なのかは,誰 も分か り
ませんでした。彼女 は,子供 を生んだけれど,誰 にも相手を言わず,相 手の
男にももう会わなかったのです。それで,彼 女が近所 を歩いている時に,3
人でおしゃべ りに興 じている女の人たちに出会 うと,「この,売 女!」などと
罵られたものです。彼女 は,いっも半ば売女でした。労働者の間であっても,
そのように扱われたのです。 この問題にかぎっては,労働者の世界で も,中
産階級の世界 と同じモラルが通用していたのです。違いは大 きくはないです。
違いはなかった し,ひ ょっとしたら,も っ と卑怯です。なぜかというと,ブ
ルジョワ,つ まり中産階級 と呼ばれる,洗練 された世界で も,もちろん,あ
る種のさげすみは受 けます。 しかし,こ こでは,ノ ーマルな考えを越えてい
ます。彼女は,単 に一人の男 と関係し,結婚せずに子供 を生んだというだけ
なのに,「見てごらん,こ の小僧を,こ の子は,グ レーテルの子だ よ」と大 き
くなった時に,言 われるのですから。私たち子供には,そ んなことは関係な
かったので,その子を仲間にしました。しかし,「あの子 と遊んじゃあいけな
いよ」「どうしていけないの?」 「知っているだろうに,あ の子には父親がい
ないんだよ。父親がどこにいるか,お 前 は知 らないだろう」などと直接言 う
親がいました。いや母親たちの方がそういうことを言いがちで,父親たちは,
そんなことは,あ まり言いませんで した。
11.政党 ・労働組合 ・帰属意識
〈政党〉
私 は,28年 に ドイ ツ社会 民主党(:SPD)の 党員 にな りました。18才 にな
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らな けれ ばSPDに は入党で き ませんで したか ら,そ の前 の26年 に は社 会主
義 労働 青年(SAJ:So2ialistischeArbeiteriugend)に入 って いま した。当時 は,
まだ今 のJusos(:ノ'ungsogialisten青年社 会主義 同盟)は あ りませんで した。
同様 に,ラ イ ヒスバ ンナー青年部 ノ'ungreichsbannerには28年 までいて,
ここで は,仲 間 同士の夕べKameradschaftsabendとい って い ましたが,仕 事
が終 わ ってか ら集 ま り,実 際 には党 活動 の ような政治活動 をしてい ました。
特別 の催 しがあ る時 には,黄 色 のウ ィン ドーヤ ッケ を着 て,黒 と赤 と金色 の
ライ ヒスバ ンナーの帽章 をつ けた帽子 をかぶ り,サ イレ ンと楽団付 きで行進
しました。 この色の組 み合 わせ を,ラ イ ヒスバ ンナー の黒 と赤 と金 と呼 んで
い ました。28年 に,大 人 のライ ヒスバ ンナー に入 りました。
この組織 は,鉄 の前線 の柱Sde'ulederEisernenFrontのひ とつ とされて い
ました。 つ ま り,ナ チスの侵入 に対 す る非武装 の防衛組織 としての鉄 の前線
は,党,労 働組 合,労 働者 の体操 ・ス ポー ツ運 動 とライ ヒスバ ンナーか ら成
る4つ の柱 か ら成 ってい ました。武器 無 しで は,何 もで きませ ん。 その こ と
に,私 たち は,後 の1933年,こ この地 方疾病金庫 での,鉄 兜隊Stahlhelmと
の最後 の闘 いの際 に気 が付 きま した。1931年10月に フランツ運 動場Franzs-
cherFeldでナチ突撃隊S4の 大集会 が あ りました。その時,カ タ リーナ教会
Katharinenkircheの牧師が,旗 に祝福 を与 え ました。 どの牧 師だ ったか はわ
か りませ んが,彼 らは大 運動 場 礼拝 を催 したの です(注:キ ル ヒナ ー牧 師
HerrKirchnerがこの礼拝 を司 ったが,こ の ことが原因で,彼 は後 に教 会 を
出た)。
私 は,当 時,個 々の共産党員 とは,つ まり,お互いに喧嘩をす るとか とい
うことはなかった という意味でですが,関係 は良かったのです。33年以降に
知 ったのですが,私 たちの家に共産党員が住んでいました。私 と彼 との関係
は,そ んなにひ どい関係ではあ りませんでした。すでに私の修業時代の会社
にも,何人かの共産党員がいました。 もちろん,目 的 とか,そ の他 さまざま
の事 をめぐる論争では,意見が異な りました。当時 は,共産党員は,今 と違っ
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ていました。彼 らも,君や僕 と同じ労働者なんだ,と いう印象でした。 しか
し,私 たちは,彼 らの考えすべてを理解 はできませんでした。ただ,た とえ
ば,コ ンサー ト・ハウスだったか,ホ ーブイェーガー賜 偬67かどこかで開
催された,大 集会の時に,彼 らが,大 論争 をしかけてきて,私 たちの集会の
邪魔をしようとした事な どです。これは,私 たちが考 えているような ものと
は違 うと気が付きました。彼 らは,こ この市議会で,票 決をとる時に,何度
も,私 たちの邪魔をしたのです。しか も,ブルジョワ政党 と一緒になって,
私たちの意見 に反対の投票をしたのです。当時,33年以前ですが,す でにも
うナチ党員 は市議会にいたのです。私たちは,労働組合で一緒に活動 してい
たにもかかわらず,ま った く意見の一致を見 ることができなかったのです。
共産党に入党した労働者の目には,当時の状況か ら見て,社 民党員が十分
にラジカル に使用者 と交渉していない と映ったのです。た とえば,私 たちの
グ リンメ&ナ タ リス社 にヒム シュテ ットHimschtettとい う男が いたのです
が,彼は自動旋盤工で,同時に共産党員の代表者でした。彼は,交渉中であっ
ても,機会 を見つけては,す ぐに労働放棄,つ まりス トライキをしようとし
ました。かれらは,い つも深刻な対立をつ くり出したがったのです。私たち
は,当 時すでに,い くらかは交渉 を基盤にして,、目的を達成する方法 を支持
していたのです。彼 らは,基 本的に,そ うはしませんでした。
まだ若い,当 時の私にとっては,お そらく交渉 によって達成で きそうなこ
とを,彼 らのように,と にか く暴力的にす ぐにも達成させようとす るのは,
とんで もないことに思えました。当時,彼 らの目にはいずれにしてもロシア
の事が映っていたので,も っとラジカルにと思 ったのでしょう。つまり,ロ
シアは天国だという考えを,私 たちの中に取 り入れようとしたのです。そん
な風 に考えたのでしょう。
労働者の中にはすでに共産党員のグループがあ りましたが,当 時,党 とし
ては,社民党員の数 と比べて,小 さかったのです。た とえば,市 議会では,
20人の社民党員に対 して,多分6人 くらいの共産党員 といった程度だったで
しょう。それに,ドイツ党DeutscheParteiとか ドイツ国民党DeutscheVolles一
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Parteiなどの他の政党がありました。しかし,選挙の時は,いつ も失業問題が
社民党に不利 に影響 しました。人々は,大失業の時代には,ナ チか共産党を
選んだのです。 ここブラウンシュヴァイクでは,市議会の最大政党 は,い つ
も社民党だったのですが,も ちろん,そ のせいで過半数 を割 ることがあ りま
した。共産党員の議席 よりは多かったのですが,大 経済恐慌で,共 産党支持
者が とてつもな く増えました。
入党の動機ですが,見 習い修業 に工場に行 くと,そ この同僚たち,つ まり
職人 の多 くが,SPDの党員でした。そして,党の役員 も私の ところに来て,
「聞いて くれ。君の親父代わ りのヨゼフは,もう長いこと党員になっているが,
君 も入党するんだろう?」と言ったのです。それで,社会主義労働青年に入っ
たというわけです。だから,仕事場の同僚 と身近な環境の影響で入党 したわ
けです。私の二人の兄たち もすでに入党 していました。だか ら,当然,私 も
入党しなければな らなかったのですよ。 まさに家族の伝統だったのです。ま
あ,実 のところ,入党の動機は,私 の政治的な確信からだった とは,言 えま
せん。確信を持つには,ま だ若すぎました。当時は,ま だ今日のようには,
情報が入ってきませんでしたから。もし,今,18才の若者が入党するとした
ら,まった く違 う考えからでしょう。当時は,そうではなかったのです。メー
デーの行進の時は,私 たちは何処へ行 くにも,実際,党 と一緒で した。党に
属 していなければならなかったのです。 しかし,入党の時には,本 当の目的
は,ぜ んぜん意識されていなかったのです。
とはいえ,入 党 した動機は,父 がすでに労働者教育協会の会員だったので
すが,これは,ブラウンシュヴァイクだけではな く,あちこちの町にあって,
社民党の前身で した。だか ら,それが,当 然,家 族みんなに影響 を与 えたの
です。
下宿人のヨゼフが,ブ ラウンシュヴァイクのフリーメーソン協会支部長 と
同時に平役員だったのか,副 支部長だったのかは,わ か りませんが,と にか
く社民党支部の役員でした。そのために,私 たちの家には,党や フリーメー
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ソンのあ らゆる活動 家が 出入 りして い ました。私 は,青 年式用 に フ リー メー
ソン連盟 のポ スター まで書か な けれ ばな らなか ったのです。ちなみに,私 は,
1930年か ら1933年まで,フ リーメー ソン協会 員で もあ りました。
〈労働組合〉
労働者 として,労 働組合に組織 されるということは,当 然のことだ と思い
ます。それは,確信 していますし,自分 自身の決断でした。たとえ,そ れが
職場委員に 「君は,加 盟しなければ……我々はここではみんなが組織されて
いるんだ。だか ら,君 も木工労働者連盟に属さなければな らない」 と言われ
て,動 かされてであった としてもです。
私は,まず1924年に木工業産業別労働組合IGHolz,つまり木工労働者連
盟 に加盟 しました。見習い修業の開始 と同時に加盟 しなければならなかった
のです。私 は,最初は,労 働組合 に加盟するまでは,鉋 を握ることは許され
なかったのです。工場 に組合の職場委員がいて,工 場長 は,そ のような活動
については,何 も言 うことはできなかったのです。
私はブルンスヴィガの後,グ リンメ&ナ タ リス社に移 ってきて,青 い作業
着 を着て,工場へ行ったわけです。そうすると,職場委員がやって来て,「同
僚 よ,君 は労働組合に入 っているかね?」 と言うのですよ。それで,「はい,
木工労働者連盟に入っています」と答 えると,「いや一,そ れはこの工場では
意味がない」「君 は,所属労働組合を変えなけれぼならない」と言 うのです。
つまりドイツ金属労働者同盟DMVに 加盟 しなけれぼならない とい うこと
だったのです。これが,1928年のことで した。だか ら,私は,24年か ら28年
までは木工労働者連盟に,28年か ら33年まではドイツ金属労働者同盟に属
していた ということです。
具体的には,あ る日,彼が 「君の手帳を持ってきたまえ。そうした ら,私
がそれを同盟に持って行 き,(加盟組合名を)書き替 えさせるから」と言った
のです。当時,総 同盟があったので,私 にとってはどちらに属 していても,
同じ事だったのですが。翌 日,手帳を持って くるのを忘れてしまいました。
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そして,ち ょうど,大 きなレバーを下に降ろす作業 をしようとしていた時 に
彼が来て,「それ じゃあ,君は仕事 を始めな くていいよ。組合の移動手続 きを
する前は,レ バーのギアを入れてはいけないよ」 と言い,さ らに 「同僚たち
よ,君たちの新しい同僚は,同盟の手帳を忘れてきたのだが,彼 が本当に組
合員なのかどうか,私 にはわからない。だか ら,我々は,先 ず待たなけれぼ
ならない」 と言うので,私 は,仕 事を始めるために,自 転車で家 に手帳を取
りに行きました。
これは,就 業時間中に起 こったことなので,そ の分の労働時間は,有給休
暇用チケットで穴埋めしました。当時は,そ んな風でした。工具製作分野の
組合 は,と てもきびしかったのです。 もし,労働組合の組合員でない者が仕
事 を始めると,工場の職場委員が,朝食用の休憩時間中に,「同僚たちよ,朝
食後,わ れわれは仕事 を始めないよ。 この同僚は労働組合の組合員になるの
を拒んでいるのだ」 と言うので,そ の男は組合員にならないかぎ り,また解
雇 されて しまうのです。
私は,グ リンメ&ナ タ リス社の工具製作工場で,そ んな場面を経験 しまし
たが,工 具製作部門の連中は,本 当に困ったもので した。この部門の労働者
は,100パーセ ントが組織されていました。組織されていない者などいなかっ
たのです。組織 されていない者 は,押 しボタンにさわることさえできなかっ
たのです。だから仕事 をしたいから,労働組合に入った者 もいたわけです。
いつも職場委員が賃上げ交渉をするわけですが,誰かが,「組合に納める組合
費で,1年 に1本 の新 しいズボンを買えるのに」 と言ってましたよ。賃上げ
といって も,1ペ ニ ヒか2ペ ニ ヒくらいのもので した。 とはいえ,当 時の物
価は今 とは違いますから,私たちの工場では,1ペ ニ ヒの賃上げのために,
つまり99ペニ ヒから1マ ルクの時間給の賃上げを要求 して,時限ス トライキ
があったのを覚 えています。 これは,実 際には旋盤工具部門の3人 の待遇 を
めぐる問題でした。1人が,1マ ルクの時給で,あ との者が99ペニヒだった
のです。 この1ペ ニヒの違いを問題 にして,旋 盤工具部門では,作 業を開始
しなかったのです。数時間にわたるものでした。 これも28年か29年頃のグ
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リンメ&ナ タリス社で起 こった ことです。失業の危険があって も労働放棄を
やったのですよ。
〈組織の役員>
1916年の16才の時か ら,自由体操協会員で したが,その他のスポーツ協会
には,入 っていませんでした。
自由体操協会,自 然愛好会,二 つの労働組合,SPD,SAJ,青年ライヒス
バ ンナー,ラ イヒスバ ンナーなどの組織に入っていたのみです。
それらの組織で,役 員になったのは,自 由体操選手協会の青年部委員会の
委員長 を17才か ら18才までつ とめたのみです。青年部の時だか ら,28年か
ら29年までです。その後 に,大人 の方の協会に入ったのです。その他の組織
では,役員はしていません。1933年以前 は,職場の経営協議会委員などもし
た ことはありません。ブルンスヴィガの経営協議会の委員 を努めたのは,45
年以降でした。市議会議員になったのも,そ れからずっと後の ことです。
〈帰属意識〉
子供時代,自 分が属す世界は,き っすいの労働者の世界であると思 ってい
ました。なぜなら,ま ず,祖 父母にいたるまで労働者の家庭の出身だか らで
す。それに加えて,私 の育 った環境です。つ まり,ほ とんどの家の住民が労
働者であるような地域に住んでいました。た とえば,ヤ スパーアレー畑 傑
詔 ω やその先の辺 りには,公務員 も,サラリーマンのような中産階級の人の
家 もあ りませんでした。私の家の辺 りは,実際に,どのような点 においても,
労働者が支配的で,労 働者の生活に色づけられていました。学校の環境 も影
響 しました。だから,環境が私を形づ くったのだ,と はっきりと言 えます。
労働者の子供だ ということは,言 われな くとも感 じるものなのです。100
メーターの通 りに住んでいる,20人か ら25人の子供の群れの内の,た とえ
ば,一人の女の子が,目立 って良い服 を着た り,まった く新 しい自転車 に乗っ
ていた りする時 に,私たちは,乳母車か らはずした2つ の車輪 と,板のきれっ
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ぱしをその間につけて,自 分で二輪車を組み立て ました。復活祭に,私 たち
が手製の二輪車に乗って遊んでいるそぼを,まった く新 しい自転車に乗った,
女の子が通 りすぎてい くのです。ぴかぴかの新しい自転車です。 これが,私
が初 めて 「何てこった,僕 たちは貧 しいんだ!」 「僕たちは貧 しいんだ!」 と
思った最初の出来事でした。彼女の家 は,母親が雑貨屋 をしていました。「う
わ一,ア ンちゃん 、4nnchenが自転車 をもっている。 あの家はお金があるん
だ。僕の家 は貧乏なんだ」 と思 うわけです。
MIAG社の社長のアンメは,車で送迎されていました。ギーゼッケ らの他
の重役たちは,近 くに住んでいたので,徒 歩で会社に行 きました。 しか し,
アンメだけは,夕 方になると車が迎 えに来 ました。それは,私 たちにとっっ
ては,特 別なことで したが,気 に障 りはしませんで した。気に障ったのは,
公務員用出入 り口で した。公務員 といっても,これはMIAG社の事務室で働
いている事務職員用の出入 り口で,エ ンジニア も職員でしたが,私 たちは彼
らを 「公務員」 と呼んだのです。彼 らは,労働者 とは別の出入 り口を使って
いたのです。それが気にさわ り,腹 をたてました。それで,私 たちは,そ の
出入 り口の扉 を大きな釘で釘付 けしました。私たちは子供 なので,ま だ働い
てはいなかったけれ ど,そ こか ら入 って行 くのは,公務員だ と知っていまし
た。彼 らは,ネ クタイに襟付 きのワイシャツで来て,労 働者は襟巻 きを巻い
て,短 いシャツで,あ るいは,裸 の胸のままで,中 に入 っていきました。公
務員はそちらから中へ,労働者はここか ら,というわけです。事務職員 には,
守衛が立ち上がってお辞儀をし,挨拶をしました。そこから,彼 らは,大 き
な階段を上って事務室 に入って行 った ものです。
それが私たちをいらい らさせ ました。そこで 「彼 らが,明 日の朝,入 れな
いようにしてやろう」というわけで,守衛が事務室中を見回る時を見 はか らっ
て,ド アを釘付けしたのです。守衛は,ま った く気が付 きませんでした。彼
は,背後にある建物に行っている間,物 音 を聞かなかったのです。翌朝,彼
らは中に入 ることができませんでした。 これが,後 に私がブル ンスヴィガで
働いていた時に,ナ チ時代のことですが,あ る出来事 に影響を与 えました。
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つまり,突然,事務職員用カジノができた時のことです。つまり,食堂 を,
私たち労働者用の食堂 と事務職員用カジノに分離し,そ こにクッション付き
安楽椅子などを置いたのです。私は,その場にはいませんでしたが,あ る朝,
押 し入 られて,ク ッション付き安楽椅子のクッションがすべて,ナ イフで引
き裂かれました。しか し,だか らといって,労 働者には何 も起 こりませんで
した。確認 されたわけではないけれ ど,私は誰がやったのか,知っています。
一脚の安楽椅子 も残さず,すべて引き裂かれたのです。 この食堂の分離 に対
する労働者たちの抵抗は,すでに,この2種 類の扉が,子供時代の私たちに,
気づかせた ことなのです。
12.祝い事 ・余 暇
〈祝 い事 〉
私 の両親 の家 で は,誕 生 日で あって も,祝 い事 はしませ んで した。 で きる
限 りでの小 さなプ レゼ ン トはあ りました。ズ ボ ン吊 りや作業 ズ ボン,作 業 着
の ような,す ぐに必要 としていた ものです。私 の長 兄の結婚式 は,家 で ソー
セ ージの食 事 を して,そ れだ けで した。私 は,大 きな祝 い事 は他 には知 りま
せ ん。 ク リスマス は,私 たち に とって は,い つ もの 日曜 日 と同 じで した。あ
る誕生 日にまた新 しい作業着 を もらい,「何 て こった。ズ ボ ン吊 りの方 がいい
よ」 と言 った ものです。 これで は,い つ も,仕 事 を思い 出させ られ るか らで
す。
労働組 合 のお祭 りは,今の メーデー の規模 で は催 され ませ んで したが,メー
デー は素晴 らし く,も ちろん,私 たちのお祭 りの 日で した。 しか し,私 は,
一緒 に行 進 して,そ の場 にい る とい うだ けで,酒 を飲 んで,ど んち ゃん騒 ぎ
は しませ んで した。当時 のメー デーのお祭 りは,ま だ ち ょっ と今 とは違 って
い ました。一 緒 に,ク ヴェルムQuermか,こ このパ ーヴ ェル シェ・ホルツへ
行進 して行 ったのです。KPDが パ ー ヴェル シェ・ホル ツへ行 くと,私 たち は
クヴ ェルムへ行 ったので す。つ ま り,二 つ の行進 があ った とい うこ とです。
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私 は,メ ー デー に,リ ヤカー に坐 り,両 親 と一緒 に,ビ エ ンローダー ・ヴ ェー
クBienroderWegの上 り坂 を通 って,ヴ ァル トフ リー デ ンWaldfriedenに
行 ったの を覚 えてい ます。
その時の雰 囲気 は,ま ず,家 を出て,た しかハ ーゲ ンマル ク トHagenmarfet
だ った と思 いますが,ブ ラ ウンシュヴ ァイ クの どこか の広場 に集 ま り,行 進
してい きました。 私が3才 の時,部 分 的 に,集 会 は禁 じ られてい ました。 そ
こで,一 箇所 の広場 の名前 だ けが知 らされ,三 々五 々 に集 まりました。 そ こ
か ら,歩 道 を歩 いてい ったのです。 っ ま り,ビ エ ンロー ダー ・ヴ ェー クに着
くまで,右 側 と左側 の歩道 を歩 いてい き,そ こで行進行 列 をつ くって,郊 外
に出た のです。行進 の際,横 断幕 はあ ま りあ りませ んで した。 ほ とん どの人
が旗 を持 ち,何 らか の もので飾 ってい ました。赤 い帽子 や赤 いネ クタイや シ ャ
ツな どを着 込 んで,赤 い カーネー シ ョンは,み んなが付 けてい ました。 それ
に,い つ も私 の リヤカー の右側 に も左側 にも小 さな手 製 の旗 が付 け られ てい
た ものです。集会 で は,ま ず演 説 を聞 き,そ の後,グ ルー プにな って討論 を
しま した。 そうす る うちに,樽 の ビールが開 け られ るのです。 メーデー の雰
囲気 は,こ ん な もので した。
〈余 暇〉
私た ち家族 が いつ も遠足 に行 った のは,パーヴ ェル シェ・ホルツや リッシ ャ
ウアー ・ホル ツRischauerHolgやクヴェルマー の森Qzaerumer肱躍 の よ
うな 近場 ばか りで した。もっ とも遠 くて も,ハ イデ1艶競 やエル ムElmで
した。ハ ル ツには,学 校 の遠足 で いき ました。 しか し,両 親 と一緒 で はあ り
ませ ん。両親 と行 く遠 足 の時 は,父 の自転 車 に一緒 に乗 ってい くか,あ るい
はメー デーの集会 の時 は,子供用 リアカー に乗 せ られて行 きました。リアカー
には,小 さな赤 い旗 を付 けてい ました。両親 だ けで出か けた ことが あったか
どうか は,覚 えてい ませ ん。 父の生存時 の夏 には,ほ とん ど毎週,日 曜 日の
朝 に遠足 に出か け ました。冬 もヌ スベ ルクIVuBbergまで父 の手製 の櫨 に乗 り
に出か け ました。 父が,ヌ スベ ル クで,権 で膝 にけが をした ことが あ りま し
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た 。
一度 ,母 と一 緒 に,学 校 の長 い休 み 中 に,ハ ル ツの ヴ ァッサー レーベ ン
Wasserleben近郊 の フ ェッケ ン シュテ ッ トVeckenstedtに,母を育 て て くれ
た,大 叔母 さんの所 へ遠出 を した こ とが あ りました。叔 母 さんは,年 を とっ
てか らその土地 の人 と結婚 し ましたが,農 家 で した。1933年よ りず っ と前 の
子供 の頃 の こ とです。叔母 さん は,プ ロ ッケ ンホテルBrockenhotelの洗濯 を
して いたので,そ の間 に,プ ロ ッケ ン までプ ロッケ ン ・ケー ブルカー に3回
も乗 りました。 これ は,も ちろん,素 敵 な思い出 です。彼女 には息子 が一人
い ましたが,ド サ回 りの役者 をしていて,イ ルゼ ンブルク 込 侃 伽 ㎎ で公演 し
たので,そ れ も見 ま した。職業学校 の遠足 で も2度,プ ロッケ ンに は行 って
い ます。
少し大 きくなってからは,自然愛好家運動 に属していたので,親 無 しで遠
足 に出かけました。主に,26年あるいは23年だったかもしれ ませんが,ビュ
ントハイム β伽 励θ珈 でブラウンシュヴァイク支部の家を建てた時,少年に
もできる仕事 をしました。ハルツにも行って,ハ ルツのいたる所を探索しま
した。自転車で,往 きは2時間半かけて,ハルツブルクHar2bzargやビュン ト
ハイムBth'ndheimへの上 り坂 を走 り,帰りは2時間で降 りてきた ものです。
私たちは,そ こで週末 を過ごし,山 小屋の中で,藁 を敷いて寝ました。 この
小屋は,建設用の小屋で,こ れを 「森の桑」 と呼んでいました。藁の上で少
し寝た翌 日は,石 を運んだのです。下の石切場から,権 のようなもので石を
上 まで運びました。 こんな風に,遠足 をしたのです。
青年 になってか らは,1928年までですが,木 工労働 者連盟が音頭 を とって,
「フォル クス フロイ ン ト」社(注:新 聞社)Volksfreundのホールで週 に2回
ほ ど,若 い労働 者が集 まって,工 作 な どを しました。 これ は,仕 事 の役 には
たち ましたが,私 の余暇 の興味 の中心 は,や は りス ポーツで したか ら,い わ
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ぼ義務的 な もので した。
当時,私 は,ま ず,器 械 体操 を し,続 いてサ ッカー に移 った のです。 その
問,陸 上競技 もし,又,ア クロバ ッ ト体操 のチーム に も属 して い ました。
私 は,1916年か ら自由体操 ・ス ポーツ協 会SPortvereinFreieTzarnerschafl
の会 員で した。当然,1933年までです。1933年に解散 し,40人で スポー ツ・
クラブ ・ロイSCLezaに合 流 しま した。つ ま り,こ の とき,私 は初 めて この
協会 に入 ってみたので すが,こ のブル ジ ョワの協 会で は,労 働 者 スポー ツ協
会 の会員 は3名 まで とい う指令 がで たので,34年 まで しか お りませ ん で し
た。私 た ちは,独 立 したチーム としてや ってい きたか ったのですが,私 た ち
が地面 を荒 らす ことに気 が付 いて,私 た ちの内の3名 だ け と制 限 をつ けたの
です。 それで,私 た ちはそんな ことを受 け入 れなか った のです。
自由体 操 ・スポー ツ協会 は,社 民党 に属 していた,と は言 えませ ん。 もち
ろん,多 かれ少 なかれ,そ の傾 向 はあ りました。 これ は,労 働 者体操 スポー
ツ同盟Arbeiter-Turn-undSPortbundに属 して いたのです。 この同盟 は,社
民主義者 を基盤 として設立 され ま した。役員 はすべて加入 してい ま した。私
た ちの場 合 もそ うで した。
もち ろん,傾 向 は,社 民 主義で したが,協 会 の内部 には,あ らゆる政 治的
な傾 向の会員が い ました。大体 の会員 は,も ちろん,多 か れ少 なかれ,労 働
運動 に関わ ってい ました。 しか し,み ん なが社民 主義者だ った とい うわ けで
はないのです。私た ち は,こ の協会 を戦後 の46年 に再 び創設 しま したが,今
で は,こ この ブラ ウンシュヴ ァイ クで,カ トリックの神父が初 めて プレー し
たサ ッカーチー ム として知 られて い ます。 とい うわ けで,中 断の後で,私 は
46年か ら,ま た ここでサ ッカー を始 め ました。だか ら,強 制 された休止期 問
を除 くと,私 は64年 間,自 由体操協 会 の会員 とい うわけです。 その間 に も,
1934年か ら41年 まで,い わゆ る赤 白スポー ツ協会 のVfBブ ラ ウンシュヴ ァ
イ クに も属 してい ました。
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その次 に挙 げるべ き協会 として は,自然愛好家運動 で し ょう。TV自 然愛好
家 と呼 んでい ますが,自 然愛好旅行 家協会TouristenvereinAratuzfreundeが
正式名 です。 これに は1926年に加入 しま した。そ して1933年に,や は りこ
の協会 も解 散 してい ますが,当 然 の ことなが ら,今 また,こ れ に属 してい ま
す。今,私 が属 してい る協会 すべてで,こ の ような中断 と再加入 が あ りまし
た。他 に は,何 の協会 に も属 して いませ ん。 これ で,す べ てです。
私 は,演 劇 協会 の フライエ ・ビューネFreieBtihneに属 してはい ませ んで
したが,こ こには特 定の労働組 合 に属 さない労働者 が集 まって,演 劇 共 同体
を結成 して,小 さな芸 術的演劇 を上演 していた のです。家族 のお祭 りの よう
で し た。彼 ら は,こ こ ブ ラ ウ ン シュヴ ァイ ク の ゲ ル デ リ ン ガー通 り
Gb'rdelingerstraBeのザ クセ ン ・ホー フSdchsischerHofを上演場 にしてい ま
した。 そ この ホールは,お そ ら く250人か300人 も収容 で きて,感 じの良い
舞台 もあ り,そ こで数 カ月 お きに上演 してい ました。出 し物 は「ウィ リアム ・
テル」WilhelmTellとか 「賢いナ タ ン」NathanderI7Veiseのような民衆劇
で した。
古典 も上 演 してい ました。私 の父 の弟 も,こ れ に属 して い ましたが,そ の
間 に どうか して仲違 い し,そ れでハ ンス ・ザ ックスHansSachsに移 りまし
た。彼 は,筋 金入 りの社民主義者 とい うわ けで はなかったので す。 それ に,
フライエ ・ビューネ は,当 時,い くらか 自由主義 的な傾 向が あ りました。ハ
ンス ・ザ ックスは,フ ライエ ・ビューネほ どには,左 翼的 な傾 向 はなか った
のです。
